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序文

宗像市は福脱県の北部、福岡市と北九州市の中間に位匠し、北側に玄界混｀東側に遠賀郡接のfill

塚連111、中心部の宗像盆地には釣川が貫流し. JR鹿児島線沿いに住宅地が広がる地理的景観を有

しています。

昭和30年、第 1次産菜の従事者が60パーセントを占める純農村地であった本市は、昭和36年の国

鉄鹿児島本線の電化や昭和38年洛工の自由ヶ丘団地造成、 1叱]41年滸下の日の里団地造成などの開発

を契機に人口は急増し、昭和56年の市制施行、平成15年4月には宗像郡玄海町との合併を遂げるな

ど、怠激な都市化が進んでいます。

このような変化は、自然破壊や珠境破壊、埋蔵文化財の消滅といった負の状況を生み出し、心豊

かな生活を求める市民の生活環境に彩愕を及ぽしつつあります。

本市は、 -v成IJ年度にはしまる第4次宗像市総合計両において（ひとが結ぶ「ゆい」のまち もな
かた）を目指して「ひとづくりでまちづくり」を屯要な十主に据えて、さらなる発展をつづけていますc

本報告守は、平成14年度に実施しました武丸初瀬遺跡(l)弥生時代から古瑣時代にわたる梨落跡の

発掘調登記録をおさめております。

本者が、広く文化財の保渡および学術研究に貢献することを念頴いたしますとともに、発掘調査

全般にわたってご協)Jいただいた多くの）］々に心から感謝の意を表する次第であります。

よ杓成16年2月25日

宗図11教育委貝会
教行長 川 崎~ 雅光



例 言

l、本許は、平成l4年度個人の住宅建築に伴って餌J,r'f.を実施した武丸初湘迫跡（宗像市武丸 1956• 1

番地ほか）の発掘調査報告古である。

2、発掘瀾査は、；註i俊rli教行委t'l会が市業.t体となって実施したc

3、福岡県文化財番号は、武）し初瀬迫跡 (330176)とする。

4、造楕は、住居SC・上坑SK・溝SD・ 貯蔵穴SUとする，

5、本報告吝迫物番乃は、すべて通し番号であるc また、遣物観寮表の項nは以下の基準で記入した。
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6、測盤は、 l:iil:ト調査法第II座椋系をJ-IJい、方位は磁北であるc

7、発掘潤査については、発掘両在作業員（名前は下段に示す）がおこない、逍滞の実測及び写真

は、岡崇 ・古Ill恵芙（前宗像市文化財嘱託）がそれぞれ担当した

（有）空中万真企両によって撮彩していただいた。

迫跡の全栽写兵については、

8、造物の実測は、浅倉弥生、星裕チ、神野晋作（九州大学大学院生）、山口,,ヽ百合（九州）く学学

/[:)、岡がおこなったこ

9、i堂梢、辿物の裂圏は、 切凩芙クnf、星が、逍物の整理は、浅倉、匝村広子、川(t~-r-、旧崎

紘子、東相子、濱H・I広炎、 ITI島モ子がおこない、許妾麻衣（福岡大学学生）. HI U福子（福岡大

学学生〉、谷山條・（別府）ぐ学苧生）、 岩F昂介（別府大学学生）の協力を得たd

10、此物写真の撮影l.l:、岡がおこなった

11、本古の執芋．および紺集は、岡がおこなヽ）た。

12、；沢像市発掘調査作業員

iii橋保
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本報告宵に関わった多くの）i々 にこの場をかりて感謝いたします。
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第1章序説

1. 調査の経過

涸人の仕宅建築に伴って．宗像Ii武丸(M瀬） l95o-1ほかが計画されたことを受けて、 9回成13年8月27日

から岡9月511にかけて確諮調究を尖施Lたところ、 2箇1粁より逍梢が検出されたことから、 ・r,成は年4月
2Uから何7月51-1にかけて瀾介を実施することとなった。文舌手続きについては以下に叫す

市前審牡番号： 1333 

埋蔵文化財発梱II)届出について ：l ぶJ<教f!c.180号平成1~4 月 1 日

埋蔵文化財潤査の報苫について ：14宗教生307号平成14年6月2rn

埋激物発見届 ：14宗教11-455号平成14年8月12£:1

埋蔵物保管自,,: 14宗教4456り'・j!.成14年llJI 12□ 
終了通クII占：15宗教,1:nり平成15年4月!4E:I

2. 組織と構成

平成14年I斐 発掘叫U,涌fl織1況成
公
しふ 括 宗像市教育委且会

庶務 4 会計

兌拙誕究担当

平成15年度

総

報告吉作成糾Li倣構成

括 宗像市教育委貝会

,.!!: 務 ・会 ill

報？「占担当

教有 」＜

教育部長

生罪学酉課長

文化財係長

主査

主任技師

I屈託

教行艮

教育部長

生ill含浮件課艮

文化財係長

土任 技 帥

HI培雅光

城月カヨ千

伊豆丸正紋

原俊

安瀦裕久

岡生

吉田恵芙

Iii I爵雅光

城Jiカヨ子

f1l1£)し正蔽

原俊

岡 紫

- 1-



3. 位置と環境

本逍跡は、宗像iiiの東側に位tii:し、遠賀郡岡垣lllfとの境に接する1.Slflllll・ほ高267.4mlから南西方向に派

生した丘陵(/)先靖部に位問する。 h政区では即役市武，丸1956--1番地ほかであるし

現状は水m、畑地、果樹団となっていたため丘陵全休が区画され大きく 1~1」平されていた。 そのため遺跡

が検出された部分も少なく A区とB区の2箇所だけである。遺栴の検出された椋高は20-22111の競囲である。

丘陵の1国1,りは釣H I 、久戸川、•国地原川、名残JI[によって形成された小規模な平野が広がっており、石丸，

武）し．宮地原．徳煎、 13:1久、陵厳寺の地域にlttlまれている。近年の発拙調査の増加によってこの括l辺の追

跡探境が次第こ、明らかになっている 以下I均代顛に列挙する．（番号は分伯図と符合する）

（縄文後期から1挽期〉

2 . "f;{地原深田は研究学園都市（リサーチパーク）の開発により l992~1993年にかけて調介し、おもに古

積時代の住居や上坑などが検出されI:.。その中で長方形の十．坑が検出され、純文時代の浅鈴が3点,'f1j・ I、

心このように現在までのところ縄文時代の追構は単発的な出土状況であるため、集落などの存在を明ら

かにすることはできていないn

＜弥生時代〉

3 . 石）しは宅地造成に伴って1977年に孤11iされ、貯蔵穴や消状逍構をはじめ古珀時代のl:坑や培堪等か

検出されていかとくに貯祓穴から出十．した土器（よ、北部九州の七器をわ流とするものの、 一部11111県下

関市綾羅祖＄迫跡了を分布の中心とするJ:.器が流入しており．このような分布の特徴が宗像地域の特色で

あるとする指摘があり、注Hされる。

4 . 名残逍跡群の 19R.~-I り84平に謂査が実施された百地原梅木追跡の部分には、仕居や賄磁穴、 1:堀幕

など弥生II射t(J)拠点的な集落を窺わせる済科である また、弥牛士器の紺年作業がおこなわれているぃ

〈古墳時代）

4 . 名残遺跡1洋は弥生時代以来退綿と続く墳募群である。

5 . 徳策本村は1995~JCJ98年に調査した追跡で、なかでも 2号墳はiii郡域において敢も古い前Ji後円墳

であり、古埴時代の孫開けを示唆する追防である，

｛う・武丸的均は1999年以降断統的に高査をしている追跡であり、石棺哀や石漏土城硲、壺棺函、横穴式

石室などが検出され、 iJ,j期から後期にかけての迅跡である，

7 . 武丸皆其應 8. 窃地原.I:.難ヶ浦、,,. 名残逍跡群（名残窃Fil)は担こIi室を七体滞とする後期のr.r
巣墳であるc

9 . 窃地原神｝送崎はl99l年に瀾杏を実施し、十．坑や方形住店を検1Hしている。なかでもSKSより検Illさ

れた臼玉の木製品などは上製作l湧を示唆する箕屯な資料である。

JO. 宿地原川）原山は百地1東地区(i場怯伽にともなって1992年に潤査され、弥牛時代から統く集落粉であ
るが、陶質土器、朝鮮系軟質Iこ器、級内系J:.師路などの外来色の強い遣物を出上している．
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古ヽ代〉

II ・武丸大上げは伽1人ぼ場陪備に伴い 1993年に閻査を実施 している。 古t~時代の竪穴(4:居をはじめ掘立

仕建物粉や石紐み．避構などが検Illされているc 特に掘立仕紐物跡は、包含培から出土した1£との関連から

R世紀後キから 91!!.紀lりIキを成立時期としているc

6 • 武九的場では群集J員の一角から 2基の火葬骨蔵牲が/:II上したり今後武丸閲辺や宗｛象地域仝体を視野

に人れ古代の状況を把押する必要がある"

以上、当該追跡周辺の現在までの造跡分布状i比てある．

2. 百地原深fU 3,f.i)L 
8屈地臥上瀬ヶllll 9. 百地臥神歴1,r
13. 宮地原森 14.EI'地原明天寺

5柏菰料t
II武丸大上げ
16ぶ了地/!;¥上瀬ャif1lB

第1図周辺通跡分布図 (l/25,000)
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4. 調杏区の概要

•J~ 業計(1~] 図で示されるすぺての範IJJIにおいて確謎詞査を尖施した結果、丘陵の南制のI{園（武）し1223} J: 

り貯蔵穴が検/I・',され、さらに西側の丘l凌先端部の区画（武九1956-1)で上りしや桂1;;などが検ti¥された，それ

ぞれに訓介区を設定し前者をA区、後打をBlメととして乱Hf.を火旅した。それ以外の部分では、 1J]灯IIや梨柑

園などによって大きく丘陸が削平されており、迫構などは認められなかった。

A区

検出された迅梢＇は貯 1磁穴（以FSU)5基である。

丘陵のm佃l斜1lriに位消し、水111として区1dijされた一角である。地表面から,r:.さ約l5cmの耕作」・を除よし
地山が検出された。地Illは化尚府の風化 I・であるバイラン 1-:で、検出された退構はこのバイラントから掘

（り込まれている"i闘査Iメ:11、)南制は、現水Ill血以前の区両として段となり50cmほと低くなるc 調査区の曲禎

は約300nfで椋点2l.4~22.6mの廃囲である。造構（よ上に調査区の求阻で1釦出された。また、 SUの1米面から

検出l旬までの深さがi立大5北rn、'I'均てJ6cmであり、 Blメで検出されたSUの深さが・¥均IIなmであることか

らどえると全11,.的に78cm程度すでに削平されていることがわかる。

B区

険出された迫栴はSU24品、 rl形住居•および方形住居（以 FSC) 5棟、 L坑 （以 l~S1<) l品、溝（以下SD)1 

条であるm

丘陵の先端に位関し現状ではりIIとして区両されていた。丘陵の，心jい方は地表而から10cm程l.[.丘陵の

低い力は&O<;・rllの耕作土および包含居を除去後に逍構1/11が検出された。地山は丘陵の裔い力でA区M様バイ

ラント書低い方は凶褐色Q)枯質l:となっているり闘奇lみのI頂稜は約600m'で椋高20.2~21.Rmの範P:11である，

追溝は、調査区の南から1内側にかけてSKやSD、SCが検出され、その後にSUが検出したことから、大きく

21母仰認された。
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第2章調査の記録

1. A区貯蔵穴

SUl (逍構 ：第5岡第1表、図版2l 

SU 1は、調査区の中ほどで検/JIされたu周辺には南東傾3.5mにSU2、東側15.8111にSU3が所在する，検出

• 1lli1i形は四l多を呈する。 検出面から1米面までの深さは最大32cmでかなり 削下されている , I未面はやや凹レ

ンズ状に中央がFがり、径(J.2.3mである。

SU2 (遠構：給 5 1'~1、第 1 長、桜fh'11~ /造物：第i ,I 「!{I、第 2 表、世I版 6)

SU2は、潤査区の中ほどで検出された。周辺には北西俳13.5mlこSUl、北

東制5.6mにSU3 が,Jr在すふ検出・附面形は円Jri を ~tする，検出面から床l旬

までの深さはI~大43cmで、床曲はほぽ水平であり、径は2.66111である。
ff 1-『3
聾 Q IOtm 
I 11 

SUS (ill蔀：第5図、第 l表、 図版2)
第4図 A区SU2出土遺物実測図 (l/4) 

SU:~ は、渦食区の東側で1痰出された 周辺には東側2.3mにSU5、西側5.8mにSU1が、南西側5.omにSU

2が所任するu 検/JH確II形は長）j形を呈するり検出面から!frroまでの深さは最大18cmで残りが悪い，床面
はほぼAがドであり.ビ柚1.96111、匝軸IS2mである。

SU4 I迅梢：第5f,(J、第 1表同版2/逍物：第6岡、第2表、図版6)

SU4は、濶査区の東端で検出された。周辺には西側2.5mにSU5が所在する。検出平面形は円形を望して

いたが、据削中にVt;が切りあっていることが確認できた。 深いほうをSU•l Aで浅いはうをSU4Bとした。

SU,1 Aは検出面からJ未i而までの深さは最大54cmでAli.の中では残りの良い[tj叶哉穴である。JAE而ははぽ）K

平で、中央に床面から4()cmはどの深さを有する柱穴が検111された3 床面の径はJ.76111であるシ

SU:t f:l は検出 1niから床 lf1i までの深さは最 k.4ScmでSCJ•I Aより最Kで!)cmはど浅い口床I面はほぼ1/(平で

ある。床間の1生は約2mである。

床埋Lの状況からSlJ4 Aの後にSlJ,18が掘られ．拡張したのではないかと＃えられ.6u 

SU5 (逍梢：第5図、~ I 表、収l版 2)

SU 5は、調査にのやや東制で検/flされた。局辺には1'暉]2.Jm(こsu3、東憫2.5mにSUIが所在すふ検/LI

平面形は円1杉を呈し、検出而から9未而までの深さは最大25cmである，， J未面はほぼ水平であり．径は2.08mで

ある。
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2. B区貯蔵穴

SUl (逍梢 ：第8閃、第3表、 1如版4/造物：節9・ IOI刈、第4表、図版6)

SU 1 は、調査[,.{の束ii~で、 SCIの東コーナ一部分から検出された。SCJの東コーナー床,mも検Ill当初か
ら若干陥没していて、 Jif札L坑と考えられた，周辺には直'.2.ll4mにSU2、市3.65mにSU4が所在する。ft居

IT) コーナーに規定され検出面の -r而形は隅）Lの方形を呈す。 底部平面形は不整l'l形を呈する• lfr屈形は台

形C型で、内部は開II部より南東軋IJが）公くな,.,ているc

SU2 (迫構 ：第8図、第3表、屈l版4/迅物：第IOI乱第4表）

SU2は、 SCIのやや東側床面巾央ド部より検出された。SClの貼床を除去しSC2床而を検出していた時

点で、すで1.:t,7:: の陥没が確認できたu 拮］圃には煎2.84mにSU1、南[Iり2.4伽 1こSU3が所在するc 検出面Iお

よび底部平l紺形は円形で、断面形は台形Cll'.lである。

SU3 (逍梢：第杯1、第3裟閃版4/辿物：第10図、第4衷、図版6)

SU3は、SCIの南fJJド部より検出された。周囲には北東4.5mにSU1、北東2.44mにSU2.束4.80mにSU

4、11り2.2nmにSU5、南2.5Lmf.:.su!)が所在すも検出面および底部平面形はJII形で、断血形は台形AJlれで

あるu

SU4 (逍栖：第81,11、第3表、 1甜rnい ／造物 ：第11図、第4表、図版6)
SU4 は、 SC4 や古墳時代の逍佃面などのがHを除1~ した後に検tHされたc 問囲には.Jt2.84mi.:su1、itl

束3.80111にSU7、西4.851111:su9が所在する。検出上面のSC4床面に貼られていた亦橙色土がこの貯商穴の

k面で窪んでおり、陥没していたことが颯えんまた、古墳時代の不明逍構などで撹乱され、現；伏での平

面形は不定方形を里しているが、本来11]形だったものと考えられる。底部平l面形は円形で、断而形は台形

A刷を呈す。また、床面は本来ギらがったものと考えられるが｀完掘後床1f1iには北束から南西にかけて高

さ4cmほどの段が認められ、周辺を枯査した結果、小規楼な断層であることがわかった。残念ながら埋t

完掘後に（糾はされたため埋上と断庖に関しての観察はできなかった

SU5 (遣構：第8図、第3衣、図版4/点物：第II図、第4表、図版6)

SIi f, は、 SC1の西側）コーナーt部より）検出された。周辺には北茉J.50mにSU2、米2.20mにSU3.-It哨

3.70mlこSU6、南東3.6.lrnにSUり、西4.15ml.'..SUIO、南西2.40m↓:..SU14が所仕する，検出而および底部平面

形はfJI形を呈L、断面）riは方形B覗である.JA訓面の北閥はSC1 (I)住火などの直栴で切られZicSUIS同様周

辺の貯蔵穴に比べ床面が浅い。
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SUS (遺構：第12同、第3表．図版4/逍物：おJ3・J4図、第4表、図版6)

~u (iは、 SCl と SC5 の間より検出された。 ！』囲には、南束5.621'11にSU2 、 Jn1/i向3.70,n にSU~ 、北西3.69m

1..:su ti. 1紺西2.':lOmにSUIO、西3.05mにSUl3が所LLする。頑忙当初は甲面形が不整梢1り形を且しており上坑

と考え掘削したが．地及から15cm程揺11リしたとこみで壁がオーバーハングしはじめたため貯成穴であること

が確認された． 底部平面Jr~は円形である。断面形は地表から20 ~ 80cm まては墜穴状に掘削され、そこから床

面までは台形で袋；1人 B'~である。」111十ははぽ自然J阻祖火で中陪から上居の一部に焼土を含む層が訟められる，

‘• 
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第14図 B区SU6出土逍物実測図土器 (1/4)石器 (l/2) 

SU7バ酋構：第l2図、第3iも Is!!版 4 /逍物：第 1 5·16図、第 ~Ii、図版 6 )

SU7 I!、調介［メの最も南東側よI)検出された<., 切り側に接するようにSUl6があり、同方Ji,)3.!!0m(.:su4 

が所仕する。検出当i)}は平而形が1サ形を皇し、 IVr血は台1杉A型であり、さらに埋七を完掘して床面を再度

枯査 I~ ていたとこみ、床l籠It軋ifより円形の掘り込みを検山したc この堀り込みは直祥J.l-l.3m、深さ40cm

二
107 

゜

、金
108 

ヽ`．．

心 一．ヽ．
109 

106 10on 

第15図 B区SU7出土追物実測図 (1/4)
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である。上層での観寮はできなかったも11)0)、貯蔵;'(I.:.f•t随するものと名え られる。この貯蔵,;くに関して

は、調査中大雨によりオーバーハングした壁が崩洛し、原形を留めておらず、 f;;I]~n も fvl落後の図 l針となっ

た。この後、極力このような事態を避けるために険出後すくに検出平而形を図示し、掘削後に禦が/pj落し

ても下品ライ ンと合成することで、原形に近い状態のf;tl面を作成するようにした。完批後の1哺 1'lj具と 1公l

面には若干の追いが生じているのはこのためである。

SUS (迫構：第12[刈、第3表図版4/逍物：第17脳、第4表）

SUSは、訓-:klメの中央で.SC5の埋七を除去した後に検出された。西に検出されているSUllに切られて

おり、周辺には南東3.G9mにSU6、北西2.60mにSUl2、南西3.88mにSUJ3が所在する。検HI面および底部ギ

面形は円形で、 1祈l面形は台形A型である。

o 10.m 

・/ 

第17図 B区SUB出エ追物実測図 (l/4) 

SUS (政怜：第12図第 3-dcふ似IJ~i4 /遺物：第111·19柊J、悌 4 衣、 I:~版6}

SU9は、 SC'Iの南側コーナーに切られナ状態で検出された 調査区の1打束fil!Jで北佃lに近接してSU3、東

--I.R.5mに、Sll4 、北11り3.63mにSl/5 、 西3.61ml.:sm~が所在する。潤杏区内の貯成穴の,,,では最も沫い，検山

平面形は円形を呈し、底部平面形も円形である。 1折1/11形は下半部がやや膨らむ）i形B抵である u埋土は土

附の観寮から、最初は墜の崩洛などで一気に埋まったものが、その後の自然堆積で徐々に埋まったものと

考えられるc

SUl□ (選構：第121~、第 3 衣、 [9:f/恥1 /遺物 ： 第19·20図、第 4 表、図版 (j)

SUlOは、 SUl5と沌んで西側の一部をSD」に切られるr 南西側にSU15が近接している他、東4.ISmにSU5、

北東2.90mにSlf6、北西1.80111にSUl3、南如.55mにSUl4、南西3.28111にSUl9が所在する。検出,rn11)平而形
ははば円形であるが、 1底部平而形は東1渭が張り出し、やや歪な円形を呈すc 断面形はほぼ台形A型である。

北側の壁もやや張り出し、 sunと・till1'h直する0
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SUl l (避構：第12図、第3表、図版4/逍物 ：第21図、第・！表、図版6/ 

SUI Iは、 SI<1の東軋9、SC5の亜捐より検出され、東側ではSIJRを切） .. It西•U[IJ ではSU12が接している

周囲には南3.68mにSUl3、両6.1r1flll.:su20が9所在ナる fl(出当初は小規校な惰lりJiクを止し、上抗として掘削

を進めたが、炭および煉Lを検出したところでil'tl.坑と判断し図化した その後さらに掘削を進めたが、

壁はオーパーハングし、深さも増したことから、貯蔵穴の 1:.1¥'9であク」たことが判明した。

．ヽ
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第21図 B区SUll出土造物実測図 (1/4)

SU12 (ifi捐：第22図、第3表、凶版4/逍物：第23図、第4表、図版7)

sunは、 2基が切り合っており、古い）］をSUl2B、新しい力をSUt2Aとした。両忙区北匝側よ IJ検出さ

れ、市西側が(iぽ全域にわたってSK1によってj'jlj,[iされる。周辺にはIt/東側に隣接してSlJ11があり、 IN

4.73mにSUI!!,南西5.り~mにSU2Uが所在する ． 平而形はSK l のWLを除去後に円形で険出された' ..L層観察

の粘呆、 SUl2Bの埋十が埋まった後に再度SUJ2Aを拙削したものと考えられる C i;t.; I仙iSlJl2BよりSUl2

Aが20皿浅く、規模も小さくなる。

-23-







SU13 (選構 ：箱22図、第3表、図版-4/造物:第24図、第4表、歯版7)

SUl3は、 SDIに切られて検出され、周辺には東3.05mにSU6 , 141束1.80mにSULO、南2. .52rnl.:su 1.5、両

4.00mにSU18、南西3.20mにSUl9、北側にSUS・11・12が所在するC']<面形は1り形で1釦部，1嘩1形も円形であ

った。浙而形は台形A型で床liilがやや1111レンズ状の弧を描く。埋 1こl;t、他の貯蔵穴に比べ焼上や炭なとの

炭化物を多く含んでいたc
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第24図 B区SU13出土造物実測図 (1/4) 

SU14 I追恨：第立図、第3:jl、[11版5/造物：第25図、第4表）

SU14は.SC lのrN西側よ り検/flされ、北東2.40mにSU5、東3.61mにSU9,.It西3.55mと3.52mにSU!りと

SUl5、南西2.32.mにSUJ7が所在する，検出当初から平面形は円形で、床而平而If紅も円形を皇する。床tfri北

両側に柱状の窪みがii;~.められる,,断面形は均整のとれた台形A駁であるし
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第25図 B区SUJ4出土遺物実測図 (1/4)

SU15 (逍柄：第22図、第3袋 図版5/迫物 ：第26図、第4表）

哨側の紐がSDl SUISは、SDlの東側に検出され｀

によって切られふ 北東側のSULOとは近接し、 北2.52m

にはSUIJ、南東3.52mにはSUl4、南3.17mにはSUl7.1/lj 

2.J!lmにはSUICJ力哨汁化する。 SU10と並んで2茄は上坑状

に検It¥された。検出ffilおよびl氏部・f潅il移は円）診で、 LLLI而

形は）rnクB耽である（＞深さは検出面から最大53cmと浅く、
床面の状況から利辺の貯蔵穴と比べても喝,i(JJから浅かっ

たものと考えられる。

SU16 \浬惜：第四枢1、第3 表、艮in,~ 5

／磁物：第27岡、第 -i~)

SUl6は、講1.tl叉の南東側において、 SU7の西開に接す

るように検出されたり険出面および床而の平而形は円形

を呈し、1折!Iii形は台形A盟を呈すふ， Ud辺の貯9哉穴に比

ペSU24と同様かなり小形である。

＇ 

第26図

! ; 

。
268 
10cm 

B区SU15出土追物実測図 (1/4)

了三三
, : 269 、こ口

'l:71 

。
¥O,:,n 

第27図 B区SU16出土造物実測図 {l/4) 

SUl 7 (ill椛：第22凶、第3表、図版[1/造物：第28図、第4表）

SUl7は、鴻介Iメ'./J)itJ間よ,1検出され亀周辺には東5.22mにSU9、北求2.32mにSU14、北3.17mにSUl5.北

西4.63ml:.SU19,西$.J7m(:.su,..2が所伍する。l'l'I側は畑の1役で大さく削ギされる。検／廿当初は、平面形がイベ

整円形の土坑状に検出され、 30cm程；l炉JI"げたところでほぼ円形に倹出された,rir: 部平面形はほぽ円形で、

断101形は袋状B型である。

~ ―ーロ
、三；• "'ー ［

第28図

二d'二
t
 

、ニニ
}
i
 

ー

B区SU17出土追物実測図 (l/4) 
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SU18 (遣構：第30図、第3表図版5)

SUJ8は、北西側の大部分をSK1によって削平される.IM:illには北東4.IOmにSUII、北4.73ml::su12、東

4.0om1::sun、南東3.94m(こSU19、西2.70mにSU20が所在する。底部平面形（よ円形で斯酉形は台形A咆である、＇

SU19 (造惜：第30図、第3表，図版5/遥物：第29図第4表、図版7)

SUJ9は、 SC3(J)北東側より検出された。囚1711には北束3.認mにSUJO、北東3.20mにsuu、東2.39,nにSUl5、

北西3.94111にSV18、南西5.17mにSU22が所在する。検出平面形は張な円形で、底部平面形は整った円形を旱す

る 。 断1(11形は台形A型で北堕はほぼ直角-~泄はオーハーハングI,、開u部がやや.It!こ寄っている。

283 

279 

亘＝＝

、一—• I 280 

｀
 

~ヽ

281 

゜ lt1crn

.，
．
 

•• 

。
5叩

I 286 

第29図 B区SU19出土造物実測図 土器 (1/4)石器 (1/2)

SU20 (造侶：第30図、りi53表、図版5/造物：第31図、始4表、図）阪7)

SU20は、 2 碁がり）り介っており、古い方をSU20ll 、新し~.方をSU20AとLt::,調査Iメ西側より検出され、

束侃I)がほぱ全域にわたってSKlによヽ ］ヽ て削平されふ周辺には北来5.91¥m(こSUl1、東2.70mlこSU18、両側に

近楼してSU2 1が所在する• ·~11雁形はSK 1 のJJJl士を除去後に1•1形で検111 された。 土唱観寮の結果、 SU20B の

埋上が埋よ った後に再度SU20A を掘削したものと考えられる。 I辰面はSU20B より SU20A が30cm浅く~ 規

i貨も小さくなるoSU20Aは地llfに似た灼！卜で追物をほとんど含んでいなかった，阻葎i形はいずれも台形A

型である。
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第31図 B区SU20B出土遺物実測囮 (l/4) 

SU21 (追栂：第3嘔 、第3表、 1以1版5/造物：第3'.:!図、第 I:k、図／収71

SCT21は、調企Lが：の西端に位骰する東側には近接してSU20が所在し、 SU20Aの床面の一部が接する。検

出面および底部平面形は1-Y形で断祖i形は台形A型である。 ）用卜は卜陪のill央綿分が盛り上がるような堆桁

で、その後その上に沿うように堆稽しているc
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第32圏 B区SU21出土追物実測図土器 (1/4)石器 (1/2) 

SU22 (遣描：第30図、第3表、図版5/造物：第33図、第4表、 1名1版7)

SU22は、調任区の南西側に検出され、 SC3の月！土.t.;-tぴ炉などを除去後に検出されたr周辺には、北東
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5.17mにSUl9、北7.30111にSU20、I町3.19mにSl厄3が所在するっ検出1(1iおよび底部平lhi形は1り形で,I祈lffi形は

歪ながらも台ltiA型である。憧には南東側と南11り闘の一部に杭状の掘削痕が屁められる。埋1・は F居の中

央部分が盛り」・～がるようなJlt桟で、その後その上に沿うよ うに堆禎している」

＼ 
・・305 

ー・`

307 で汀＝

゜

＂ 

IA ~. 

,~,. へ
ゞ

， ヽ

O 10cm 

第33図 B区SU22出土造物実測図{l /4) 

SU23 (遣梢：第30図、第3表、同版5/造物 ：第34図、第4表）

SU23は、謂査区のffirllj端よ り検出された。周辺には北求R.09111にSUll!、北北束7.35mにSU20、北7.71mに

SU21、東3.l9mにSU22が所在する。上面は2粂の消に切られるが、検出面および底l籠TZlfii形は円形を呈し、

-3)-
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断l凪形は台形A型であるn 様の

北西側には抗状の掘削痕が認め

られるn 哩 I:はfWI(/) 11改 部分

が盛り上がる ような堆桜で、そ

(/)後そGil上に沿うように堆栢し

ている，＇

＼
 

．． t
 

宮， ＇ 

第34回 8区SU23出土遺物実測図 (l/4) 

SU24 頃構 ： 第35岡、 ~J 表）

SU24は、調査区の南側で、 SU4の附西側に検出された。検

比面およぴ床llilの平1jIJ形は円形を呈し、断而形は台形A刑を星

するo J"/il辺の貯蔵1~に比ぺかなり小杉であるりまた床面には

SU 11同様のlllf培によるずれが検出された。

v̂ Im 

第35図 B区SU24遺構実測図 (1/40)

第3表 B区SU1~24選構計測表

遺信番り 甜査区 平面形 断血影 庇径 深さ I. 画柑点， ll<li!il~ 閲 母1・糾挿図 迫物挿図

SUI [3[,' r1形 台形C l.26 1.72 21.r,3 19 81 第81111 11-36 

S1!2 B以 円形 台形じ 2. l2 0.90 20.96 20.(~i 第8図 ~7-,16 

SU3 B区 円形 介形A 2.:;s 0. 77 ぬ，91 2fl. 14 佑Hil •17-55 

SLl4 B[メ． l'J彩 台形A 3.56 l.fi6 .~I. 1(1 19.~I 第Sl'4 56-,,1 

SUS B区 門形 Ji形B I. 61 0.35 21.00 20.65 笞SI叫 75-61 

SU6 H区 門形 袋状B ? 9』.?,,?c 1.61 21.2'1 19.63 第12凶 訟ーIIH

SI 7 B区 円形 台形A 2.:r. I. 鴻 2l. 10 19.72 第121刃 JOr.-137 

SUS Bf{ 円形 台珍A 2.30 1.11 21.08 l!l.97 節12図 1~8-J.II 

Sじ9 13(,(. 円形 ガ形B 2.53 2.00 2J .02 19.02 第訟閲 lー12-177

SlllO 111< fl! 形 台形A 2.55 l.63 21. 10 ！り，47 第1211<1 17R-20:1 

$111] Bl•: 円!I} 台形A 1.53 O.&l 21.04 2U ◄U 初J2肉 20{-216 

Sl/12A B区 円形 台形｝＼ ¥1.88) LOG 21.tli) 19. 9,i 席22同 217・218 

SU↓ 21:l n区 円形 技状H 2. ど？ 1.:l9 ::!11.117 19.r,S >.:11221・,1 219-2-J(l 

SIJ13 Bil{ H形 台形ヽ＼ 1.93 U.fl,1 21.¥').1 20.W 第221~ 241-252 

SUl-1 fl区 円形 台JIM I.~~ 1.20 21 .0~ 19.62 窃221.:ll 253-2部

SL'l5 ＂区 円形 方Jr;;B 1.32 (1.53 以.98 20.4;; 第匹l刈 257・2部

ぃしI I(•; Bf{ f"I形 台形A 1.07 0 .57 叩.91 20.34 玲四図 109-271 

SI 17 RJ;l' 円形 袋:/Im 2.17 1.50 ZU.82 19.:J:~ 節四図 272-278 

SUJ8 n仄 l-'-llf~ 台彩A 2.22 ~.51 公）.-13 1¥1.l/J. 袷:iOI図

~U l9 Blを I り Ii~ 台形A 2. Ill I .!Ii :!I). 出： Ill.!,'() 第31)1,il 279-286 

＇ SIJ20A BJ,( 円）杉 台形A 2.12 0.87 21¥.61 19. 7•1 な~30団

SU20B u区 円形 台形A ;u 2 1.33 30.61 19.28 第30図 287-296 

SV2J Bl>i. lり彫 台形J¥ i. L~ U.97 2l}. 15 19.'18 第30t~I 2!/7 -:l0.1 
I 
SU22 B~. 円形 合形A i.w I .45 20,05 18.GO 第30~1 ぬ5-315

lゞJ出う B区 円形 碑 A 2.2i J 3S 20 14 18.76 笏3~1刈 3ltj・317 

SU24 !l IA 円形 台形A 0.9G 0.156 21, 15 20.4リ 給351必l
; 

]は復元伯 単位ー(n,_)
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第4表 B区SU1~23出土退物計測表

爵サ fll lcltt/r. 料征 咋 nl illJ品位 m 佑l 色訓 埒．成

閉HI 口W<>.~・桐面最人汁 ；if.Iわ刃り、E」4い9白色クH'ar. 紗 ,a~, ,,:, ,, 内9↓御ドl濁M• 色、 1-l~ 祁浅佑柁i• ・• Ill~'if I 珈I ;.._や々完 lfi.i·It面.?.• ,lit,;;¥ やや良
o.n 11.~ シ,aI一栂砂u 1!1fむ§楼色―G色、 ~,i&:r-色

ヽ Uc, Sl'I 咋,i, 梵lli ~·1l·h•', 
I'糾
ua,r..s ltw Jr.Vt難一柑砂位を多く含し 、 1;➔•シ

ル、 ~il!II似t宵
内 il!lfl.l色-~郎の 部にぶい位色，外而i:
ふい＆け（年—朽 (t, I'やI'も

" ll(~SI I 弥,1~ 災J::f祁 口CU社,k(2> 8. ll II~ 祁飛人U
('  

Ii 従釘~のヽ Jヽ親やも1砂1がを祐く斥も llか
らII, 炊

円面全体的に閉ふ定色・外I加 r々l隋ふ砧
巳でスス:;f,l,t,・l 01, ~l.\rljJ/<褐色-~色 It 

， 1:11ヽsし1 5か生 llll..Lギ祁 U径<20s1 間姶屈大斥 ・「,-災紺質のi沖砂1r.杜名-雅ゆ,~を含む、ばかシル l勺面にぷ•. 畠色ー出褐色・外ffil岱色―比
ややu{25.ti• I/Ii,. 

111 1:11べ~! I ＇・¥l;'I- 賽 ~T 袖 111lm.!>1・屈山凩火!I: r1色およびもVJ判紗Iい忙冒を所，，含み合文
lり11111:ぶいJil'l(J色外u,11.ふい府色で，，ヽ

Q 
＂りぷ I fJ;i, [ii:, laか湖紗 向rス "-lk~沿汗か芯めらIL<>

II BRSLI 昧生 聾 1ft茄 11径1212l FA格叙A!全 ir'tI色ttの札t粘粒を全り.,:1かシA 一甜妙 内而にぶ'•'楼色一灰褐色 外1籠赤～廂を ヤ々I込
CIR.Ii' I~ 危·~ IW沢1 l;):'I・ 甍 t'I ~ 1,122行.,C,?.,t.Mi• I和潟最,;;¥f,1-1, 坪所力 Rり、 Clt,•;,Jl,l•-r,\;t,,四 内,1,1:ふlヽ南わ色-1:ぶい褐色 外曲没

貨惰化ーにぷい褐色ー州灰危
やや良

IJ n区卜しi !~'~ 翌cl{j;)L
樟＂妙ri、所々含む、ほかシAトー如砂p, 呻しい母・外叩1こぶ＼曾色で語I

邸!H'やtij灰色 l'l 

II Kl{ &し 1 5杞L 甕J'I汎 'lt( [il/ltこを多く含む、 IJか .. , ・～細•/I笠 内面｛ふい橙色一褐Vi色・外面し」.,Ill やや良
色

IS 01!.,tl j3.'J. 甍n~祁 1'i色'"岨砂社を所 含々む,IJ /,.if; 篠粒．戌 円Ill令j付~的近に,1r.i, が9色・外灰祖l朋祁11.伍色
'/JII紅 (j ti色鮎色． ll 

JG IWStt 位生 ~ I HI l阻砂柁を介む ほか・ノル l ti肋~ ,りII 内1/i面!fl没も只ト R'j' l色I\ ぶー1よ~び,いに橙ぶ色＼ヽR外色i!irriぷt 良

＇ 
17 T-llaヽ!'I 弥,1, 甕l・fi¥'I n色J• a:費「,.,一沃紐色のi少l!ll岱Itを多く含む、 II 

かシル. ti 
内面にぷいn色・-1!<1!色・外両1•• ;. い摺
色 ll:色C Ill!/!!; 色

やや良

18 Ult SL I 沈生 県上1部 "It, ト 仰拉さ均貸 内沿面灰浅む一阿reに色l~～柑色でムうがル、と・外illi ゃ々不良
曇-

19 r-11!. Tヽl 弥Ii 也I'l',11 4沼伎,r4r.;含り．はカ・シ）し＇・～糀伽，W'Q 内外1計とらr-111色-llt兵色 やや良

ふ R区Sじ1 弥生 甕「hifll Ill訊代を多く合t・.くり・ン}ド莉 円灰lll色tl和田褐色―橙色・外面杞色て・品褐 やや(,l

出 BL!: ぷLI 弥生 idll怜S! ン r『トー,-p-;;.~ 内外1りr~ ら1こ1,:ふし記色・ 11/r(li没筑じH色 A 

2~ n,cs11 弥中 ,Af得！訊
I I 

白Ifi色ll}陀のlHll砂l.'1.1'所々 含し、 Uカ・シルI・ 一 内面(_,.;:,,ilJ憎色・タば面1_.1:ヽ•伍色― 1こ

ふいi/3(t ややt,

1.3 l:l!iヽ11 弥1L 曳 I ~ll!l l呵a,;粒やI拭〖杓れを所ぅサ、はかン JI I・- 門羅rn色t!k-にぷいけ色・りげ棘9色で一切
品褐

A 

:!,I U[!(ゞ lI 弥'r 生l年41
ず・旧砂況を含!: (t砂,,~ ー向諏 Ii.I f~iiiil・ぶ心畔 ・タト面祖戸一灰訊 J込

r.滑ヽ01r:1 Bf,<ヽlI 弥•k .,.-1.'Cml 爬ifllfl,21 n色'ltll炒校および砂U'-1'1む,llかシ FJlio忠iらl!,.-1こぷ,.,Q色・外面校色 やや I~
ルト～躙9坪lit

祁 B区>ll 炸止 哭下す'!ii! 成i祖.0.り出況外1苫7.』 日砂ti.を所，，含ヽ:,, Iむ｝ヽシ ~ I·-約 &11\ 1½ 面灰褐ヒー'LIii;色・外,r海色―赤柑色 べ’々 R

'%1 01ヌSU 咋生 之Ii.必か郎't 
庶117.1・必At<びIL径 柑～柑砂!t!糾,か迂ら只小料を所々 含む． ほ4・シルト l'l外血共ににぶヽ叔棧色から,'B~色 ぐべ1」:i6.S 

28 lうIASIii ,: 年J 史'.tffli 1ト'1 砂ー•!紹奴砂：が赤-色~it+をH砂含む．はか・/11, 四面にぷい貨t!1fi!・外而ビぶい共flie.一 やや凡
にぷぃr.色

29 BflSUI 弥J 甍 I・七t 払，rm .ii・庄祁外托.1' 
(I色,~ 1 1t砂n を含U けかレルト 湘I/¥
位n

I~ 叫にぷ• •Ill色で，屯色にスス1rる・外面
1ーふい霰bで所々褐If.色

やや且

3') HIベ$111 弥I[ 桑 ~1'部 底在7,; "'・'''、ふかt~r/H妙£iiW'c•:>砂吐一祉紗I<を多く↑
巳しえ 可

I'll旧隔掲色～的し・外曲1¥l色 ややh

＂ n区ヽ11 弥生 翌f'l'-11' 殷HY..~ 小位洸計やIll砂校そ含む llかシルトー油（む 旧面，;-.褐暗c,-11面；t: 懇色で虹氾および
祁If)-s It, 双色 .ll 

ぷ llll SIii 弥11 ~l沢釦 恥Iか~.,,) かか掲シ色粒T—お砂よt.,:, 粗質紗粒を叩々含む。は lり面浅Y41l!色―IQ!Ji色・外国にぶい監色 やや且
ルI・ 一糾l ,M,t勺色

:u 13 1~. 、111 外1 翌!Cfl<l 底稀外i~lb,Zl 細、J・匠や頂柑砂陀（（多く含む IIかシ,.~ ー鴫
ゆl'J.

円1紺租包(―,ill1Ul1<fu・t卜m:ぷ＼ヽ !t戦
色～祖色

やや1•!'l.

3、1 llll slll 弥生 ,,¥i7必茄 収;ttf;.5 恨砂IH-flr々 なt.,,ばかシAlヽ一砂粒質 内面にぶい決怜色 外面にぶい粉色 べ＇やl匂

:1~ Hl<、Ill ,;~,, 哨’／汽命 底t"(~ .ll 小紗褐R角貸IU-を名く含し、 11かシルトーiHIl'lil!i烏9天色息褐色 外面に,,.,佑椛
色・I耐面ISi.ii色 でや且

:1,; nll'Slfl 弥!t. 凪既祢 庇径•,9.,i
＂色の1fl;ff・11し妬灼f'多く,,.,,、 は力.., 
,, ト質 内外Ill)としに渇9火色 ややR

~? Bl.<; lヽl" ~~ 牛 泥LI'蔀 1 ll{•XI.G> はヤか褐色い~I・·Ciトー色妙の,悦1ヽ灯礫および往約にを含む、 l"I面にぶし・黄位1ば色色― 1こふい歴色 ・りばII~
J火色ーにふい

,{• や良

認 I!ll.6. Sir.! かサr 妥 II部 小岬を,.,々 含ムはかシI>;-砂1切↑ 内伯1にふい負硲も-~1火色 ・ 外面に,.:ぃ
ややRP雑じ・一焦出色

39 ur,suz 沈生 亮u祁 砂uを多く合tr.ばかシJl,>-111.li少mi 内位1位・ 外,~1<:ぷ,,mi,;色と!ii色 ややR

II/ llCT;$し::! "'生 甕1:1枯祁 札砂!l~州召台I.•. llかシ 9し ► -紐紗Ml 内面税色・ 外面忠届色 n 

u lll;(Sl'Z 打牛 翌fl怜問 砂,~—租砂會H含b ほかシル1、訂 内外OJ/とbl-監色 べ‘々 B
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｀け『'， llJU~.¢. 邸 I 品形 計淵~~ 1... UI 胎上 色遺 )II. 成

1:> B区Slit が'!' 交底品 J!l;ff,7.・, り｝仰 r~•·含;I.:.ほかンルト臼 1勺叩廷・クト1飢：ぶい仇位色 やや且

,IJ Ut,: SL'2;1('i' 祢生 亮!JI.祁 旺径17.4} 一術，lヽ庁を田砂含訟み.lJ比(~ れを．そく今rJ、1かり’ l'irnにふい柏t・ りはJlーぶし・））II酎~- ゃゃa
シ i• I• - ふい内色．ー島灰色で斑になわ

ふ—

H BHSL'2濱'I' 灼；ヤ 全紅紐" lift砂~f.l:U,..) 虹砂粒i・含む、ほかシルト貨 内tin,-,・し咄岳色・ "f叫1:・一迅・JC& や＾只

~5 l:IRStJZ万'r 灼生 覺底tll 牡社(6.r.)
紐1J紐を含み白色m砂社を多く含IJ,
11かシ,,、1ヽ一叩砂陀閃

内1肛ぷ1,,,I渇ヒ・什面Ill色ーにぶ'.,ig 
色

Ji 

＇ 
4{, B区Sl.lt 灼生 禿点紅力.郁. , 6t蛉,$訳.底び~It\外L径fも.2. I・!if托 叶卜涸-紗色f!<~ff{・ やヽJ,翌を汀々含し はかン" 内llli閲Ii<色-Ill褐色・外印1引色 やや且

fllO.Otl!J0•.8LW, 1 ljf&1 ►•a f沿/;l；至 内Iii国白や点、色 りHi蒻む/iSI)色―'l¥l>.1色・怜11111

” R区ヽ 11:1 弥'I・ 小聾 il !i.O ンル I• -M~tt·::! 均買 ~)や良

R.5 

I~ B糾 ~'ll3•1:t 弥生 甍上半部 II8胆.が211.81 1111船位1..r"(I 
,j,pバ'•q謁”ドのIll砂fU含t, I! かシ I>
トー謹紗柁 内紺名賣丸色 ・ ''~"'' '大田色 ややN

jQ 13HSU3 弥り- 甕n紺部 砂杓<・多く合も．ほかシII1--~Ilo托1.霞 内司褐訳色し•橙で色況芍色 外釦に.;:いふ;1:; (·•~ 良

l紅
巳戸・ぷ

50 DI"< SU31ヒキ 面堕；も［
J(I !l:fヽ (3.7)• 1,tir. 外径 町トー}す絹i」5よび砂(tを多く介じ llか;,'C r'r:f,jにぶ．亀噌色JH'r.り迩・外創m色 ll 
1(1.3, 絹妙粒n

:色•:曲古lit#/のQ付色,(J1-ょl)r.i褐色・タI・血柑
)) Bl<-Sila 祢'l 翌51:tr. 庇げ•.ll,Ol 1![/>}'れを祈々含む、はか11t1r,ni. -l-ぷL・ "~· 凡

,,a B区凶Jjt牛 弥、生 甍底祁 底ri7.!,
n色のw,iを含む．にか、 IIトー間砂内 ·~ 抽Iにぶい親色・外叫；ふい柑位と匝色 やヤ艮
費

0―” ,1 ll[、St'J 弥生 噌比祁 此抒,11.ij ,llL妙はを含＆、 Uか',,,¥,fー澗砂粒禎
内1fn汝既阻巳-1;ぶい芦巧伍．，II内にぶ
い怜色．必滉：ふし・只な色

くべ•Q

＂ 
R区Sill れUヽ，、i 児底祁 棋妙内を含C,、iu,,;,,1,1沢 11Jliiilぷい演投色・外而:,i,い,;(!< ヤヤ艮

,, ,, DPぇSUJ 沐生 唖祁 底径_fl・t¥7.3 旧Ii:妙砂柑校碩およびヽ j,tlを代む． は,,.シルト～ 1f•'); 匝色＆帆罠邑・褐k色 りfliii忍色―汝泣
で一部沿丑

ぇ

知 IR! I ii.LI~ か 11I吹..I~径抒·7121.MR,1甜)·・仔展類庶k祁2!tlb辻0.小l怪
詮 Hli ;1J~Ff.1切 弥'1 i, f祁l飩欠,., 

,8. 臼色トU-llt立や祖flmで、を所↓含しヽ ．にかン 内同 rf'M~灰色. r•r.,s111叩粕缶 外 良
t 淵砂9さ 均買 血黒色―じぶいが＆色

りfl,3 

:;7 BMSlil !il:'I 益同氾
W)lc. を含;;! (; がそのヽ lで紆6ll船色IIJ・を多く
含Ct. t・ ~,1 ト・ーヽIll 位団

I '憚］にぷい泌:r.-r•. • 9~1flf1: ふい伐色～「K
白しで 行褐戌色

そパ~Q.

追 111{~Cl Ff¥¥! 弥生 屋上叫9
口t'l-116 . 2 • , 如社茄J..1はf小社
ill.ol・屈!!
(M.8> 

ー'I'褐旧色の印~-!i~wr,, 合(r、Ii~ ・シIIト
砂貶R

内面1;ぶい貨~{11-ltl.t,\.·:-:.· りはw.,、̀
貨内色

ややi

;:1 Bl~ 1ヽ,1 祢'l 史m麦糀 Il砂l砂RF呑から紗位を含も．はかンル 1 畠I Iり-~ほりとい：l'.ti!!. ー・` ぶい楼色、 17l(
,ll¥N五け患掲色 ベ＇々良

6¥) UIZ~ い 体土 甕~·冷郎 "トー色細お砂よ紐TFi/fi広連の小＂キ tすr I! カッル 内1針,ii.iii!砕..3/団和ぶ貨屯色で 謡缶Iii. ll 
色

g1 Bl<~t;.J ,:i,; 生 塾ui..蔀 ゃ➔w!1• 咤で未褐色砂粒i含 t,-.ほか泊砂 1/lr濯f,l:浪色琳と色-,-ぶヽ＇没楼色 外面にぷい
,f,l; I ・ふい橙色が況； •I.:る

くやR

r,~ n区-iIf得 称'I. 涌[:ii祁 砧』·~を~</!it,. ,1~ ・シI↓ト1{ 外r"i面I.J秘松j.Jmi!近•.に，；·.叫ヽ l豆色 ， llY)•~尺色，
面にぶい f! 

ふ

63 BllSl!t層 祢生 甕Ll.11-祁 全体的に紅砧位一9砂粒H 内1釦併から就11<1'•. · 釦Iりこぷい占応巳 ややR

fl., fill•;1 I 1'/);'t ~LI怜吊 一 砂れを名く含!.I.l以・~ •• • -1ru1, 竹切t 1付勺面褐、色こJ,;い赤糾色―'/',屈色・タけi;:ぶし ペ＇ゃR

応 Rfli<;¥ l 沈生 褐口/~,\11 ,-If,;--/1>1口'fi'{'均沼 I'; ・クl lt,J と t,t_ j~色 Jl 

七氾色のl!IU9tとをm々含t、.: とかシJI~
妬 Bl!.,; ぃ 弥生 亮'「/i!l 11圧1''7.8)

11ば暉浄「北郎ii 郡にぶヽ•世代色・外llll やや良
一砒砂松筑 にぶいl,'ll 色•1 lfr.l!J>一，'if;杓色

＇ 
i¥7 Hl>\~t•i 弥生 絆か1 IJl~\2~.M) jヽ礫を所々 含ヽ 』・、 1がかン,.I・ 一む枚w 内色面，況下ギ色営・々色はJil紺（こぶいd>lil色―黒舟 ゃ ~·J!l

滋 n区SIii 1M 憂訊吊 収1lll外111(11).(1)
(II佑一桁t,>お紗よび資砂忙t多く含tJ.lょカッA 刈 外面と t,r~ヒ ・外甜1./;hlr/l舟樟
I• P,' ;;;1e, ~· や且

,,u 1・1 L{ヽ1!1 弥牛 姿駐詑 •~f 17.Sl ,ヽJ-,,1'1! 11 べm紗f.:.{・含(,.ほかか'f-湘I紗 勺曲1こぷ＼，税や，と浅lulV!色が,~になら・ ややR
1-FliJl明~:褐色ーにぶヽ柑色・ 翔油LLI褐色

” 
I~ 区ヽ 114 弥'I 交虹訊 1'!'.l't16.0l “色の小絆ヰ多く含t,,,1~ · 囁杓t,11 ゾ1面，T<l;:!.,I: ぃ色・底共罰I~•N色．lli.ヽ1r\'Jiiif色問． 然に.....'t:

色 •I, [乱遡晃A色
やや,f£1.

71 I~ 区S¥11 杓ナ 憂底紀 成II,.り t池 t')fil砂!.i.を,,, 含々t,,(jか細札tr.1! 内1h1忠～点蜀伍・外flilふ Ii);印I¥褐F やや~•Cf 

砂11色,1.4~柑,褐u砂色お11 よび•全~~などが，JI.じ-,た
",'_ ' 11i{SU<I I ~•1, 憂庇帖 •tit外托7.4 をt;-Lll~ ・ンIH llli紗 内r:11柑色・り[Ill楼色→ ・序!:I'包 ややR

t!!n 
＇ 

73 lli<: !:,LM 外生 笠底部 1/t[H.f, 
柑砂11および易トャを多く介む、 Ilid・ン！し l'・itfnにぷい貨柑;r・外曲柑色~("ぶい11 ややえ
I・-細約粒＇員 色

” Bf.lSUI /\1'~ 甕庇祁 Jiれ坪!t.6砂►.,t;ti., ・底訊 び 出~q)約 llを fi/fみ合む、 I!かシル l・t'i
111·9槌i ,• i1 . .tff色・外111釈，i'ill'll-A('fl
色

“ゃa

75 Bl{~LI~ わて生 1反領11衿紐ー II!,I径,（笠~.. ・只紐紅lヽiや f'l色，小泡・金営ほなrの砧f,をやり、
I芍,i・,,こぷい渇色，-eげ＇色外田 ll!i.S資 .. 

(,6) けかシ,~I 一圏炒位浜 Iii色，濃部•t拭樗色でぷ色~,船11を(t1li 
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長り 1111・ 地点 岬 沿If; 井曇J駐位 n, 胎l 伝莉 灼＊

;,; Bl~ 出5 弥叱 畏卜半部
11任W),,;・ •All, 沼汲大往 叫n砂色の荘祖fl砂むを多く含t,、,!YI'シ，，，;- 内!H色Iii・ヽ外福紆面むふ灰灰色色でで円り品+包． ふ馬沿託色1・,1; やや下良
ll9..S い団 々じぶい

7'/ ftl<ヽlo 弥,1, 央J1/li 沿自包の.J,i'/.を含む．↓がいりiトー紀l紗位 l'I出『l¥硲l'l!f~c.,!,~ 色で→む忙色 外由4
褐色ー ,~ 色 ややR

冷 H,<S!"I ッtヽj- 曳Iこffli n色1llfJ,れを含むほかンIf卜 糾祖ほ 内 1[1[-.'色・タ~ll!lllJ ,;,褐色で一乱lf.¥lt<.色 やや・!'l'l

711 B区,,, 対速 甍」ご料r， 山ヵ色.およびf赤一捐昆砂色の位＇吋忙砂tJ.を多く tむ，
はシ,. 内面忠色―tぶ辻色，外面紺仄貨し やや~-良

切 Ul<.S(5 $'!:,~. 究rr-rJ; l}E1l f(7. と・ 吐祁か孔最,1・I.I 
1t'lll砂~未ヤ→砂れを介む.U; かンIJI・→氏l約 il血1由ぶmいt.渇-伍,でJi~I•寸¥1.近色は側.flfが屯糾

已・ク~ : ぶヽ
ややF./.

~1 fl区,r; 弥ii'斐下キ祁 頃f.ll径.~7.o・rH6叩 L比J・ n色<'lf費.J.ftれを多(ftな Cl碕砂tl- !); 内r!JIり赤Jぃ色如虻:,t01;1! い込が蒔褐色lr,11)一色色・クli!i
シル I・ 都お ,, ぼ ll! ヤ々 R

IOI! 図
JJIJ (101.1o,1l屈・嚢勾l,.品f紐最小1.7社 内ti，l.¥面illlt.11色位に色で杖1'.8ifi色の情がtた狐・り、伯分浅色貨色―固

似 1:11ヽ SLf, 弥'I・ 咄1.1'・部 (A,.I¥ 
叫貸虹I所,,含む,Itカン1,r-ff!lf滋 I . ぶ¥ -1: ぷい で ややR

’’’’ 
63 BR>L6 iil、牛 iii ft出！； 坦I砂it杜J辻"砂Itを1りi々含IJ.Ii 力•シ i> l部~褐mH仏・ぶ色 !ヽ',橙色，外1叶紺~-ほ色． ． !'.I 

81 ふ(Sしfl 帽'tt 氏$.01• ・ほ3 .G• • 17 凝J,£公芦 I~ 市色―!ll'Yi色
り.o

t.}UIIII DIM:iP..f))底,lfi.n9w.3/11¥・投'l.'l）U,~ # .'i色怜lAJ麻ぼ色沼開褐郁・｀ぶい褐灰i~存色色、 外郎面Ilh: 柑れ8~ l:l!{>U、 弥生 丸 (31.71• ン.s.l・一紗じで均'l'1 色． 色一 底 ：’ぷい u 
111n .JQ.5 

B,; ll区Sl0 弥t 甕3/t
U(20汗.4く1!.6底1l•tGRij.O,¥I, 贔召x府,~ 布組色砂か拉9碍内只、さi砂11;1-含む，ほかシ ,,ト i祁 1にぶ.t, 邑半色訊控．色削，，1「F'I'黒色・11-,,, ~";o!ll 
~J.3 灰古褐色で下

I 

rl7 Bl-< Slり <,j、,1 'Ill Ll,~t.f. o初・底-~l祁・刷.6邸.最i,.kr,:註 シ •~ I· —lttl:,, ~ 均N 内上,11i-,・: こ;:,滋色澄 下1'-.¥¥¥褐色・外 ＊や1• 悦や・1 ふ良2 0 
:!'--0 面 'l''i',-"'. 岡 ，下•n,-1・ふいに色

Sa Bl< S¥,o 弥4 14' J苔.Jll(品 25. ヽI I• 哀＇を;,i15.0 
組Ill紗紗枯杜ー笠砂I.I.¼名， 含I.,,I! かシ"' '➔ ili, ,,, ll立色-.ぶし・赤ti!色 外lll1位色・ぐ

泣復による出色
やや!~

， 
" 

BO ≫L"ヽ 8 弥t) 鉢,, 品1往寓{ :i i • R l ~~ l fe K , O ・ (20.0) 
布色I・の利lttl:・ 的Itを名く含t,.Iよか
'I, 買

＇!J!，勺色,wこぶ，• 杓色・外曲にぶい出恨色―,,,
ヤベ，＂

~ 

~I) Bl! SL,; l>lil' 亮I:.'fi1; シルI・←紗u如 l!IJ質 勺面It色・外叫楼色で所々忠色 m褐色 ~· ベ'ti

~I B区ヽ し5 弥生 甍上卜沌
坦紗粒を所々含む、はカッルトー!<!Iii吐粒 ：り面紺，，ーぶ品い布惑賛色―出褐含色 外而全i閲的r

ヽヽ".>A'・.Jら`質 灰色 ：りを ,,

りと l!H sr・o ~1.. し、t¥'Jlill シ,.ト--IHl只で均n n渾怜頑部黄の府一佑沸屈・tl-褐直色1こぷい訊杓紅-,o位， A n母糾

93 Uf.!,t,i; 叫生 甕Uけ部 赤ゆ褐蛇色IF/小隕令所+含Ir、ほか訓砂包一 ＂l日勺に色ぷい唸色で＆而柑,,討色がれ t・;,r柑分は
·~ ・外i,:p-ぶい貨 で,,,. 炉色 ャ々公

91 lWヽ;,; 咋lj: 甕n隋~r. 川砂杜ゎ ，肝々 ~f,, はか細!Im!{ 対11に色ぶ lt!ii色，外面にぶ＼＆柑色―
灰m貼 やや只

!、5 Sf!{ヽしら 弥止 兜11母柘 ILL砂泣ー紗位を哨,..含I,,,ぷかシルけ質 閲り；没II~沿頃授色色＾り""'色 外lhllA缶髭色・伶I 瓜

9i J![,{ SLり 弥1 甕！牛祁 LI/fl:!:! .~) Kliil'位をジく含'U.はかヤルトー網砕位 ·lf•; i/11 面にふ'itilllr.,-柑t,.・;;-・nJ,!I'(',・外 ,:~111. 紅 9 ヽ•
質 褐色ーにぶい供f,i色 ややR

'~~ 8[,{ヽ,.. 弧4 甍底61 斑ff';9 内シE」以：細Tf,/J約.1褐1色買船で均代を多く：且・ にか
ル1一質

嘩HO色ー・ゴぷい出色・外JJi;flf!:-1日困
色で＜ヽ '¥"J'liがある

ヤ'(>良

98 ll[,(st:6 弥主 丑妊邦 杜狂5.7 砂荏も多 く含む、以力•ン ,1,I・-ffllfP.tri! 
勺面;-... い共橙色で 4品ぼ色 外面砕

ややn
←ーにぷ'・'兵び色．

• - . 
9り HI.{ Slti c,1.,1: 停虹ii& 宜抒,.. 団紗,1をRむ．はか油紗I-砂粒汎 9り1祁h1にぷ. •;Ii杓色-ill灰危・ 外1/illl)P•で

火潟灰e ぐや旦

JOO Bl! 5'.v 弥生 1苔m底糾 底往¥8.I 
!'iJt 色根砂込々含む、ほかシ.., 一訊"'柁 内沿jl色);. ぶ·- •f.:蝉 1'1-tillLぶいは色―,1, ゃゃ丸

!Ol llf{Sl'B 弥生 聾ltf! 必往(7.6) fft6Utを所＾含む、は力細砂祁ー砂糀買 内血屯田l'..-1こぷ •fl!(!,.·Ylmlにぶl• t~包 や'(',fl_

1r,2 じ i-t•1•11 w).•J, 臀底祁 安袢7~ 納約ii-約fl質で均汎 ；，＂澤色1紀色・如9滋仕椛も-J.,l!iで1糾l'fJ
沿II、 ゃ'l'/'i

J凶 B区汎~゜ 弧生 唖?!I! 祁 iJr.径(8.61 亦柁褐質色収了を斤々含t,.はガン/,► ー砂 勺1'(/面fl_,；•_ぶ'·'3lt&l1\1~駅色―1天片褐色 外而,.ぷ
いで峠 色 ~·~· は

In', Rl{ヽじ0 弥1 甍お 滋抒61 f日l色買1/)fl[l)I~ を含む,II-かンルト～訊,,~ ·,~.riVi褐位～黒fij(!. 外，；；棺し ややR

笥牒"Iii f',[!{SL'7 弥生 苫の部 ti径(25.81 いい一砂粒質で!SJ質 4iJd部!l.楼色で 祁褐灰色 9>1ii\L ぷ,,~色
で色

良

」OO illヽ St71喩．隔 竹牛 wU'祁 U!t(1~ .&l· 裂郎渭JI.I 白シも·~0ト)紗ー咄拉i々.rnみ色'il1H を名く含む． はか I勺 :fil~fl,色一杓色，外面1こぶ';r:粕(;, 只-10.7 

1(17 Bl!'>t,7T祁怪-;-; 椅，1 1至 nfl•.(J明伶-(氾5~哉.11,ll大9・1,呈頭07祁.8lt,餃(U径) 赤j<j~や粒i'I閃色Vllll砂れを含I,.ほかシ"
トー細~J, l'!•Yi-団と ◄, に1こぷい責g色 ~·~·~ 

1(1/l fli< SI 7 •1/rJr- i/il:+I糾 瑶砂U砂社~:ft費ffi.Uを多く含fr、11"・シルトー ,,'9団1/'.4.iこ黒出色 hlriHIに、；；い出色 ,,, やウ

-35-



名分 /iii:; 也./•. l!iil:lt !ifJI¥ ,rl糾lN,1. ,~ 胎t ,,,.,; 鼻 1#.<・l 

I(、.~ 巾[ff(l@iヽ t·,~,饂l'Mi'
＇が1 宝11:.r. !ll副.,を所々 ~v•• ~ か;.,. ト~fltliol 内可に.,,¥・llii11色・外illilll色 ややB

"I沿'""' Ill>¥ sn ,,," 翌底渭欠 nrrn.o, 射圏R大抒27~ 
瀾!llIlヽytlt,11ゃ1砂けを所，I含t, にかいII - 内面l •訊A:'!¥ 品色 Iii: 黒色・ク昆l殷色--;,1>l

色で一 色
fl 

111 H.,; Sl17 弥I~ :i!I:. 半,!J; u•:u往.o\3,3.•) lli惚殺人i召 祖f,砂拉<1-1•)i々含む．にかいし;.-妥約w 内而1• .;.1嘴摺色 ・10灰色・外面没ぷ1". やや且
一褐JI<色―捻色

• 一L—- -
II~ I I 区 Sl,l'if~を火 仰'I 覺l:f屈

rlitll:, .8i·IJiiり:1I~i:fc 褐色や ,~ (~"湘砂t廷·含し、ほかシ "f 11・1(iil,: ぶい缶牙色 · '\1WI<尉色～にぶ'·• ややIl
1.23.2• ～望•1'1111( 小渇代で→i岱',色で虹がある

I I~ ij~ ヽしr;,lt1"1割 沈'I 完U舷祁 I llt! 邸..IJ 
fllM~-サ質fヤ (11「 1 (吋•Ji/J)が1を含む．
ほかシルト

内m碑外II咋l.1!.I,: ぶい褐色 瓜

111 fl!A su; It両詞I #,,•I・ 吏L'l'nr. ll?H.S f0 1~0.~, 1111,¥llilk(A ~I叫kを含!t. Iえt·~)l・ト 紺砂拉代 ＇［成itぼ哀総色・外111,1,ヽ総已 ,(><•1i 

I.lb 1.11<、L'iltlffl サ牛 哭~Ll\\;,G
I lif Iヽ.g1 . m.~:*u、,~ 肴1、n~を,i,,, 合む• I豆,,-" ~ ー砂!'<.四

勺泊化ふい屈色―I..,_,1奮沿口色・ 外血L
やぐ艮

114.0' ぶいけ色：こ頃褐色

I rn 111.6. ~t打till, ヴ沿 売L'I・晶 l-11f(l7.GI In妬~"tk径 椛炒拉H礼J.i1trシ:t,ト 紺紗粒貸
内血にぷい慌色U雑沿収fu・'11AIにぶl やや反

i IG.6! 佗色

117 ur.: ヽ li7tllll 兌生甍1:・1・F.□ r1i2K.3 出昴屈1..1:t I ll砂N<!-~i,,含fr Iiカ・ンJII ゆ~:,:·ll 内I面ti1・,1町；と りはn-.,;.,佑栓色 ややf'良
li,.,IJ 

II~ BH Sl'1 弥牛 ぞJH!
LI/を22,QI・I,;)祁Al.I...怪 Ill紗にを含,,. l!fJ• シ"卜 ～窃fいr 内,t,l<li色-;_.;;.屯籾し・外面戌出咬色 ゃ~ii
しl!l.l/ l/it1褐色

I 

m 
lltをS¥°75{1平分 t1:11 吏IJ品;i

咋til'C'莉砂f!t祈，，令Ir.は力•シルト 1',lt.lにぶい褐色・9げ肛・"いJ濱迂双'- 且
中研 割砂た只 糾"渭!t"

I⑳ HI< Sl'7/1.UII 弥生 捐f_JR;託 I[砂そが•Jrr 々含,,. !:! ~、 シ ，1 ►- ヽii~粒日
内伽1:ぷい貨m色と1色・外面にぷいな 1, 
色と，,1 ~位

121 Il l召~,7 弥,, 兒□＃む記 小蹂...flt砂Rを；；杯・含C..Iiかンルト- 1勺而1.:...い伍怜色 ，距Iり1を$111色で一茄 やや小R
,IH!i~l'/''/11' 只i~

1訟 Bi,<. SU」しn 体生 斐J.'I'請 ・llll'HH・含t.,、はカ・;,11トー鉗肋'""' 一i々烹面i1紺、色l'l色ー1¥'llた色・外而．ぷい芦硲色 くく、良

Iね 1111, 如11 .;tl?f川1r.分 如生 tnl禎瓜
Ill仰I.Zを"'"含t,、!lかシル I-賃1紗柁 内・外lliiとい1令色-1・.ュ・ •,\,#HA p 
11 

J~~ IllヽSじ7北fj{I !/; 王． 甍I-lit/ill
. 1jUf U; 打を1(1>含む、はか、., .. ,. -ftlfd-fi. 内岡：ぷい陀色が色外而1·~.いほ色

で蝠部灰色
i> 

11:, u1-1,,m,11れ 弥1 叫IIMII /!:I~. を多く,-,-t.・,はかシ1し卜～庫l!j:Iと浅 円""'こぷい刃色-!).褐色・外ilii:—~-11む
@. C 間出色

n 

126 0('1SUil!illll'i: 収 弥J 免附酎 ~II砂Iが砂i ヽ； Tむ．はかンル I・ r.;li頁 内，外園と~.-, ぶし性色 ややH

I≪ llll~ •nい 弁•生 支底＃ 庇陥外やりII fu紗'"を ;'i•t,. l拉•シルト 繍砂tH! り面灰白色りはll¥l色で罰がある 々やJ~
I 
128 UI.(SU7・ 邸緊穴 符生 姿糸1!l1 底往；；.3 代仙Iiを,i,,,令む．はカ・シル 1.. -紗粍11 I勺 !lll 褐灰色・クト面~ ~·••{;\ 

ll!l II し•Sll7 J.;ff1111 知r,; 111,,,,r.c 『'を印JO.¥)
粗岱j)ゃfr),和をtrt・、；切・シIL)・～細佑 F珈にぷい忙橙色， y~面にふい ,~色 ．： 

ヤ“且
位質 ピ心ぷ紐 ・ ~111!1叫色

130 B区snrtl!I /'1,'l 売叙屈 迎:1悦.4じ'1.0) • 紐m,~m 砂佑5含む．；が,.,11,トー細伶位ti
1•m11 1 ぶい祖色一屯以色・ク!inり付色で ヤや凡
Alfi.I/,'{色

l ~ I」 1!1'$ll7』TLL出 1)t生 ,;ii,!;; 品 訟往(~.o
.f!;r!l色t1.-fやHI紗＂を多く含し .,u, シ 内I田F色外面1・ふいA褐色 叫≫ヤ不良
,; I-IUI紗位訊

13! R区 ~ll7,lt賃l ·~-•1 小函底郭 庇抒 I .~ が渇色紋了Iヽ0一H柏li砂々"古み貸紗位を多く含tハ 内国出色ーにぶャ・//1杓色 クI面恰色～に 心ゃ4浪
U、り・ン/l, ぶいm色

1:u I.I糾 >'J71'!10R~·般 ,,~: 生 甕圧茄 士を6.51,1祁外佑.3 叩・し粒を1りr々含も、はIIツ /t,ト-,m沢
内面にふ洪符橙色色と ，外面1・ぷい贅慌色で
邸にふい ~JI火色 やク’且

1:~1 n[{ sげI'勺oo,}t •,Vl 己り£蛉 lif; 往 (IJ . I • 司咋位を含(r.(iかシルトー砂f,'.¥'.t I 内Ifillこ＾い円色・外面柑色 やや良
l罰

J35 l:lflW?t/11'1全位 弥生 至吐~r ~~f11.o ,. 茄外社H).~ 印eJi1行を令v.C l tr ✓ ル•一~Jlt.\'Cl 1IJ11iilふpf:色り直1--'"'品f色―叫1& ややn

136 DrUL7 ,Jr,• 七 亮双就 りl:径9り.II m団rでnJlさ濯をi11~,, 合む．はかン,~ ト-11砂粒 l'iiliil. ぶい沢色mで色―褐入色 外IWI・ぷ＼＇
(ii怜色-IV. t,i;I輝瓜色 ~· そ#n

137 JIilヽ l'7,lt囀 ,i:~, 甕託氾 Jえt予(7、z, 砂社 はかンルト嘩bU,llil 内1ijぶぷい1引色―れ迅色外面橙色 でで良

r,,,,a.,,. a 1)11 flt<~1·R ぶ•!. 甍→I'I祁 - 小料や樋伶粕セクし、はカ・シ,,,I II約れ儀 内外tfif とも ITふいり,~t~1.-)沢ri 色 ややf↓

1~9 1:1., SL:!:< 引，生 史11,f沿 Ill砂t汲，，，u:.りも•，，ル I•-消叫I,渭 内面Ill!,¥翁色・外而9ーぶい陀色 ぐや{•Il

1•10 Bl~Sl'ij i紐こ 売ぼ舵 応li;.s tll砂れを鼻れな IIかバ• I, 一紐砂I,'貫 11i畝：ふし"ふ褐色切tiじ色・外i旧，：... ,,,/柑も やや「↓

l-11 Bil SI~ 弥牛 置／＆部 底郎~fl→訳(8.21 1i旧11砂/lffI~tや質妙代をil,みf-;f,.IJか'.-ICI・~ 内1虹叫,A、応色 1817:0ら 9ぽl匝色 IIJ,h ぐや良
掲包

噴 l~,'l IJif I 11.11J桓1•雌;齢；託~'1-ll でIRµ砂、 Ii~l. をi!i 々含む、 llt•;,/• 1•-RH汲 内而忍fUl~f!;で孜0011,叫外,1視色
I~~ 811 Sl!I ¥if.tis 涌J:'I'茄 ・11.0¥. 1,1f ペベ,j')_
'JJ¥ i内.Ii) 一褐

， 

14:l Bl<'i¥'U ,'.ii・ /Ill I'祁 紗）しf,1'('1洲りl砂褐色泣柑閃7-い）ヽ 撹た令{r,llh ン 内di川11'.・ 外貞ぶぷしけ色 且

1 l d ~7 . 2 w・ /, 馴"1111' 1 け追~品11 白色；；ょ(/'卜赤褐贔し色紗邸が,, ,;~~~i3>く合も． Iり而没炊歴色 /)', 悧色一郎出色.yげJI1'11 alヽヽI ~ が~<!'. 甕 ~5.J. 紅 Iiかシル 灼 げ瑣1沃色～船沿61・f-lll位
々々 i{

以 ，

- }(J-



斎サ Ill士湘点 苔柿 名Jf' 汁ill県/,, "" •~'· 邑↓1 悦広

1◄6 Bilヽ l'Mt弔 1:,,11. 呈I:キ出 II 桟\36.'.JJ·IIM•l:Itt:kt! 帷か砂11t-Jよ代び1討砂9屹褐色質粒子を,,;,..含む、ば 内色面ヽ唸J/¥色111もーにふいn色・外面1・,;a浅：窪 ゃ々立¥2J.4l ンルトー―

l.!t1 Hl<_Sl <1 炊生 滉I.tJI Wif.f?,,;, • 哨晶乱屈f 白ル色トやー，，，砂w渇色i.の小茂を祈,,:►.む． 日かン 内011にぷレ、Ill)I!,~ ゞ～出色・外曲（屯恒内色～ 且は.UI> 1らぶい俗色レ 色
トー

1H 田~ ~["9北t 炉I 央l・'r5ii 口枠<Z~.4l·11Htlilltl:At~ ., 砂1•7べ喝細,砂R拉示貨因色~[I-含む． ！い｝ I訳り色面にぷい貸1岱色―仄色・ 外訂栂色―掲 ゃヤ且(21.8) シ，レトー

M~ UL<. Sl・2 弥生 ;l¥J.. l-~1 Uf!t;u,l,J・ 咀部没大ほ 111的1・.zをりげ↑む，はかンルI・一f'11tnl 内色 外·uu とい；Lぶい柑色~,-ぶい女柁
ややR(111.J) 

＂り fill <;l'9 汁，,1 吏1・1'伍 ftl秒1'lを含'・' 12かシ IIl•-1揖砂·~•i と内!R血.色,~Ii祖色で一 'l:IA色・外1rnャ又茨な色 ぐやJ'.l

“父JB区sl"9 ~ 甕..l.キ甜 柑約1立を所々含u,toカウルl、 RN紗I) l't面にふt,/tl'/色―褐11,色・外間1-.ぷい
H N .ft位～晃iりし

ISi Illえヽ l''' 弥4 甍1-1・硲 'friUI紗1 に1 •,z褐質色で均らうi沢,r,.,, 令t,.uカ・;,.,ト～ 内色1n煉褐資阪紐色-lllf<i色・外向にぶヽ 此ヽR ベベ'l¥

t52 Di<'~C9 外A・. 甕I.ギ訊 ゆ,,ヽゆI・クや質IJl砂拉を所々介vClか:,,. トー 色内面.—.忠~褐'1,怜I:,色ー'~沿R・外面にぶいII根 ややit

IS$ ll1<. Sl'~ I fF'I'. ~u-甜 j!I的t~を1叶，，今む、 ItかンI(I・-紗f7il l'i・ ~fml と 1,1:,:ぶい帽色-1こぶ．ヽ 貨柑色 只

l沼 l-1,t SL~ 弥Jj. 斐Il'f.l'. t,,,, HかItを"'々·含しはiウル I•一籍1如Ii P'IUII<こぶい世色 ・タ1、>i,(こふいiF.屯色-Ii<
共舟色 々 ~J'l

I出 Fir!'ii~Jt-l• •),l: 生 甕上キ部 !1~1 (ft ,j; 枕~·砂れt含(; u 力•シル I· i旧砂 色Iii 面・外にぶ•U9l-・・I¢ll色ぃN- に色．-ぷい'I.\'9t灰l$'.色色で 祁仄 やや1,

15f, fjj.(~{'9 "ヽi:11, 翌口は習 >Iゆ色r;の醤砂17を多く含ぐへはか 9 ル~-舒I 楼l'liJll<こぶ'Uc橙色一橙色し毘次色・外'"'
色―沿1反色 々々 r,

157 BiくべL9 1似L 受!lit糀 シIIトー砂J,況只 l'I• 外ijjli,白色～叩k色 肌色 くや且

,閤, ,1~ 0(.ii;SL~ i•l,4. 妥下芋品 咲rnu.J•lil. 祁外i17,J 情舟1(/V：小杓霞，!qで1ll砕粒を含む、 Iiかンルトー 内面匝色ー「氏褐色 ・外酉，ーぶい控色―(― ややAぷい褐色

I油 FIi~ ヽI I• iり：'I 晃石Iカ・キ・'I“ M:,'111,ift'l,,1・JiI-. 社.,,8 nt即砧色1111/1.砂'l'i沢やサ,.~を含む.llかンル 1ヽー・ 色l '•J llll·,l<烈(f,c~' li1 色・ 11-U•IJi. 磯-,.:粕
~· ゃ」l

1611 B逗丸,,, 作り。 斐rf邸 咲径？，じ II色、ボ・色．紺令下；;屯母の吼的位をlfr<-なI.I.
はか:,11,I•- 只

1~ 111 1いに祖ふし＆、-,i.でtil•部色―出鳩色 外而杞色―
.. ぷ J,¥111<色 且

101 印<SI !• 叫．牛 面rt祁 底ff!i.o シ 11•1·一妙r,質で均賞 色11•i JOiぷl"ltli!色ーにふい出弔~•.色，外面IJ<li
.'頭色.qi怜,._, .. ややR

I Gt B区ヽt·• 弥J。 更必In¥ 成昴外径R.!J ゆ位を所々含り、ほかシ」レト打 器n11ii椙lに,1<ふ&-l"平ヽ楼色外illlにぷいた
一 い豹色

やゃ1¥

IG3 B.!. ヽ l9 判生 甕，＇知印 底社¥1,8) 囮Pit.か印含む ::1カ・Lル I• -絹叩,;I, l'l回L迅 (ti ・ク1面9ふ>•fl)色. ¥,'(; 祁呂9火包 やや不凡

lei-I uuぺL9 fr.<l 史,:,,,i 底廿j,11 • 託閥外Jf.l,.S li紺l昨的ftl'HJ,l'~;i:, を~<令む、 I)かシ ル ~- 紐1•1iio昂Iぷも祁 外松面にぶ'・ •11' F1 -に．；： ぃ~,
、底柑 色 ペ＇ゃ R

lfi.'¥ HL~Sl '! 1<J, ヽI 甕lll:liil ぼ・底径祁(6.2くil:・l底位!~6ク.i!>径I(7. ◄) l!貸ITcJI魯，' 1.-,1r々含り、ほかシ"~ーiり1砂拉 f'J面仄.tia色・外面；,: ;; ぃ楼色―褐仄色 やや良

IG6 611 Sl'~ 弥生 名ドl糾 心翫行7外.怪8.!l・出濁くり・lt I 
'I'! 町か飩をjjj.. 含む.tlかシルr-llU硲約 l'•J/n i 橙色 ，？は1に、；；．渭内色～討Iii:色 ややR

1n, £:I:~Sl'!i 炉I 父,.. ,, 消 底抒;,7 61,→均f{笥をrr,,,含む、 a~ ・シルI・-湘砧11.l'f 円ーなnl1f色1<応．色底祐―里紺灰色色・ '11-1日 1こぷ＼ •閲盆色 ややh

1総 Br,(oL9 弥生 完i.i,¥!!
I 

I知屈外釦．＂ 蜘小Wべ位，t'l"l砂沢を所..なむ、 IJかかレトー 内ll)Jl),.沿色・りは印色ーにぶ,.伯色 やそ •1~

ll;il H~ ヽ l'!• ,~ 生 虚 iTJ_,_ 
底ID.I• 庄罷,,p料，7 fll~•Iやを多 く合も、 M力•\YM,'1:11 内色Ill液虚,ttil色tll~I幻が貨褐視色・りI・訓（こぷい柑

、 . t}, 色 じる ペベや不Jl

17P o::.,i:~ 弥,1 斐此',i'. 収往<;,M ;;;・111r.; 1砂色t拉.1:やff.砂粒i•祈 •Crl:J、はかシ II ト 内兒面灰四褐色 外面．：ぷい代椴色―掲灰 やや且

I'll Ul'fヽl!' 弥生 lf. I'I a1 !,~Mtげ~(8.U1 lflUり$f-:>一姐;n約>粒,.¥只;IU色11(・ を含u,,! か 呻,:こぶい色浜怜色 ・外町1こふい世附□色- A 
ンヽ 卜 にぷい柑

172 Kl< ぺl'~ \~.'I 史下＇げ tI足抒¥7.Q) 111• 北lr.-{tl,,I! か~·し1・-1町引11111 1~· 阿I~鉗代色・クllli,:ぶいitli色・ 11 

173 IM ゞI.''• i廷 甍I'牛81 Irn 尺抒けふ• 町茫外rt.I) 
細111砂叫収立沢ヤ砂粒を多く合む．ほカ・シIIト 内!liWぶぃ橙色・タl1L11こぶい稔色~Ill色I'I"·~ 不良

)7,t Br,I'~l9 枕牛 翌l''I沿t 屯証外flt9.:l :,O,f-躙紗在日で均質 l'i呵喝'"'色ーに.s,、Ill色・りt蘊iiこぶい投CcI A 

176 Bi< SI 9 祢'L 昼虹,111 辰i'!!S.tll 杖Illりヤflを ij1 々ヤりはかシLI•-紺fが：＇ f褐'i面l)l,!'!(:..-Iii. 褐色 ・外1/iiに、こい付色、 9ふ祁 ややfA

li6 BIISt 9 釦LL 史匹3
,,1; 邸外ff8.8• Iii; 紐<rf 買11mmを多く含t,、 (l-t,••,)I. I• -衝眈,< l茄勺面にふい褐色-ii)灰色・外而な色.,t や~-f'且か柑7•. , はl火黄色

177 B!,{SU9 沈生 聾底郎 心釦.l 白色砂校を多S含む.l:l か ，， ＇し 1•'11 r勺LIJIりl~• IU& ·~仕四j赤粕色->I喋色 fi 

>昇1:>!lt 0:, ヽ L IりI ~ 祢斗 t:, 殊,1,帝 1，」灰IN!N.:,.•&釈・器祁高最8大り／籾.:l ;,,~ ・,_絹紗粒貨で均自 内1~1/if'1色・外1t激内色一社色 u 

179 fl!;<ヽ111叩 Iュ 弥‘’ 寇 l'I冷`
lli'fl8.II• 珀部{".}/I甘 /iiIりi砂社粒粒や只炒社を1所,,{,ゎ．けかシヽ しトー
I~. ? 

内I可 l~nil廷れ1!1'名色 り渾,,..... :,, 摺色
ーにぶいJl でや艮

I船 U「lSし It• ぐぷ生 jj. Iii吝(16.v, Ut絹外径 ン ·~f ― ,tr,tで均行 内tl巾1!u11;l~1},. 怜色-)/(白色いで直内氾にぶし・恨伍・ くべ• (-.r,_ij-mむIJ.I 色～にぷ 巳
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佑・If II¥ Lio,' 界!l むE ,it心j/~位 AT 11/Jt 色訊 焼成

!Bl l-11>ヽ1lU• JJ 吋；生 完l.'ド孔 ( S1 ,l,c粍1l3,• I,Ft窟o•浅,lilt1岱~杜往9渇卜c径. :,1 褐色JtrFlltqn/t-f'lit)'l-1りげ含,,、ほか 内,.,朽色ーにぶいl¥:喰色．い嶋乱0)-f,11 fl. 
ンルトー細紗拉n 昭I柑や・外1叩fillや．ー出円色

,色,濯1111色 綽，M分•~fJl色み．・外色血如Rlにぷい位
1~. じI{51. 111,li~' 弥生 雙n邸 I ,If.I屯,NI ni. ,1,0~,1, 々 含む． ： ”＇ン，1、~,-,引バ｛ ;;1ljがれた 鳩-~褐色附而 ~, ヤ艮

11:,'J¥色
ら一

渇3 l:!lペ，1'10 昧牛． 丸f.1冴n 11仔{'lt.J> llli1',J.>t多く含(, Iバ砂ILト-,;J,すれt
l~llilこぶい衣I!! 色― ,!til'rllt色・ 外,1o1:.;; ややl;只
いむ色

IR1 n区ヽ 111) 岱If 雙Ci<屯 riiNiS.itl fll砂打ゃサItを軒々令ti CJか罰7'/>Iと日 1';i伍ir-1・1色 '1¥褐色.~ ぽ灰色'1/r.紺色 凡

185 BlえSしJO 分；生 甕m祁” n径(33.9) tf!JIIHJ'i,,:"!I,. l切•,11, 卜 •.111砂1~1:1 r•, りは諏包 1瞑色で阪,1屈色 や々只

ll'li n区ヽ l'Iし1 称'I・. 史J・l'-.iil ,-11,I・-砂v,,質で均円 l 'l litl炉・ 外11~ •,.1- 1u色· 訴面渇Jilt色 やそ心と

I Bi u記:iLJO皇 1 弥た 兒J:-r,;;i 1il枯f,,,.,,,,.-I\· (,、 11カ-~" ,-,1/11'!,'1'1 11•1叫橙(~ ・外面I~色-1・ふ ・掲色・斯面,?', ~-ヤ良

1岱； Rμ,l I\•~r 称 ~Lf. 糾 砂,.iを含t.:.Iえ·h • シ·~ トー細仇,,頁
1勺血布色 -JI<貨11: ~- り団iにふし・橙色―
k弼セ

や々且

1沿 Blを>;IJIO 必叶 兌l→11賣l}; I 1枷詔砂｀は砂"' 細的枕閃 I～勺'"・'期赤ぃ出控色色ー （・・応•沢Q色・外.ni1flf.':
I~•" 

やヤJ~

1鉛 lll".Slll<> ,J屈•• 甍11i;釦 小節既WやI¥佑位を"'ヽ 含ヽftI』か 9 レI-m t'fllll碍色ーにぶいw~, ・タi匂’ふい柾色 や'('tし

191 IJfii SIIIO 祢4 1111'f. 蔀
U＂ 砂セな,Jr.. 合も.ii t,;. 11トー紺的粒 l屯画佐色で一況，，，柑色及び¥II.1ヽ証二K 11 

9ヽ 橙色―疫色

四 Bl{~urn東 I' · 外止 甕;"'fllf, 島：f.'t.10.2) fllli¥: わをifi'1:I"む、 llかシ,.ト 佑や質 ，＂記 褐l'I.色 1¥・JlJ&色・外iiii褐灰色ーな色 ぐ々ft

1¥)3 8区ヽ lllll 外I 売'i'•U, 底径18•. 1) 約けな•含t,·. にかシルトー耀#rrn ；り'Ri「ぶい計褐色・外lti図色―叩,!,,flt色 ~-やf↓

IOI'IJ[(ヽlflり 秀生 甍底昴 Ii), 佳(~.d) tヽll渭~和 ill紗II'.f'~t:. ii.¥・;,11-ト～船1少 •1 ~1 、：ふい,/,I印虻1珀色～昭宍色· 外
直,.こぷ＇，．粒色 くや自

IUfi !IL{,1'10甘R ~l.'f· 名底部 底tr.外lf1¥.R ヽ紗H訳a柑炒,1を叶々含し はカ・シし 1 ;•1 1Till- ぷい柑色・ tl lliifl,!次色 ぺべ,n

:』・I面｝ーふ,,)!tt!,-!!'恨色.外t]Jjf;色；；底
l恥 BUSL↑ 10 jl: 土 :ild:~r. l~!tD~ I糾がI,行Hl,r A・約も f;+々(llll.•f;-紗fH,令む はか や,,凡

シ,aI 富駐t~'lt 邸/1!,1;色

IP? HI< Sll!O双1 佑4 甕)ti:6 杜往8,I・I如切l桂s.r.
利＂紗れをしく含む，はか,'レト～闇lf'iけ 内由1浅芦橙払-IIがK色・外曲浅＼引け色て

底虹庶褐色
やや良

l!li¥ T¥IYトIIIH ら,11, 烹II¥:渭； 底lfH,8 位fl!約貸けゃ仰りヤ弓-~/.,. はかシ'"I 譴/6~
内而！且褐色-11!'1¥紺色・外面41/J位 ベ'々f且

19) ii j<~lll り 炉L 和);$ 応郎外ぽ(7.◊) 包他Iとを丙々¢ヽ"·.u・~,, ト -~ l!ltれし一 内1Jull.l灰色・外1匂珀り迩-.f,)!1, やヤ且

ll~• Lil'SIIIO 労り 吼屯部 ぷ11¥8.1 酌位'j;く合しほかシ 9、 ►-ii訊粒竹 内・外曲と,,,:柑色 以

初1 Il l~ ~1 11,1 ぶ,, 'll'底氾 去荊外｛印.o 細咀砂砂‘枯位刊和位を所々 1'.,• /.·, Iが9・シル ト～ r•11J1Jにぷし ,-;:lf\色・外lillこぷ, ,meり一IJJ
協灰色

ややR

~02 [I[! SLIO ,,),'I 覺底怒 ぶ径，ijI けれ咋く含む.Ii-かがII・ 遭!,)~,t↓I 1';l瓜：ぷ遺色外叫辻褐色叫が1色 ヤやJl

冒 r.~. か-・ ・叫,;.o.,,,. I 
Ill{~t Ill 椛りrn 近灰牙 ll'IW:111色

I u.v 

~~, 閲 到紐的大Iくfジ,,迂10.1. r,illl: 
'/,(H HI{ SI! I下 ';l,'L 

“ l31.S• • む氾外If 4代や柑砂れを多く含（：亀ばかい I\, ►fl j内外釦もに即忠色―仄色 やや小n,.,,. A.~ 

a,; B区ヽ tII ~•L ぶ
l l 径(7・2胴)lil:紐・i・投茄U讀祁）,dJ托耽ヽI ,臼Jヽlt<?.Oi・ 1色1!1―~.14.k,\ 貨色色 阪llie外1釦迂田色―rllliJOs.~) .7 Iii砂F;\<- 含む． はかシ月•f -,TI:H•J;tl!l1 べ‘やR
・ 旺祁~I-径,1.2 岱ぶ
LU.,I 

＇ 
蜘 ii< "~' 9炉L 小,r~ 完品邸）こ径.,(小7,lGfItU)·lll!~i, IU砂粒やゆ位を多く合も、はかンん Ifl 1柑面柑色一屯伍糾色，外創~Iふ柑伍～に

ぶい氾引色
~, ペ・11.

狛；’ [J.;、!II 弥牛 i繭用佗 A色仕びか~-~4位fflの1壮1貨仰'"ゃ&H,'を含I.
ほから ，、ト l'll'lll~~ 色・りt1111にぶい古代色 やべ,Ii 

2Jl11 Rf<ヽlII 少I、'I 湛引況 白色ヽ 川般る片拉を,,,々 含む、ほカシIしf;; P袖陪赤糾色 ・外1り消l い・ヤ沿色-~!•.-晃
渇L

p_ 

200 Bl,(Slll 炸生 曲訂船 - fl1われや紗位を代わ． はか;.,JC,I,-仰砂
l'i11はこら1-111色 でゃa

I~ 貿
＇ 

21() l~ L< ヽI.I I 祢,1 lil'',11!!5 砂位を多くさと、 IJ力／ル l ー前紗~:A l'・llr,11-ぷいや色 外UIIにぷ••l引色―虫，色 やや（と

-'-

Zll 1.l区sn1 弥'.L 甕~ Iし郡 I lif 133. ll • IJI祁穀大叶 小茂や 11wn~rt-,,, 含々む、 Uかシ几卜質 l•J111i~·: 褐色―,-,,., ヽ1.色外1紺I,;入煮 ぐ~ ,-~良
，皿41 -~ ↓ N質 包— fAQ,, (' ・

2l~ l.lf<.Sl 11 I• 弥乍 費」 I岱 恨砂lバを多く会/_·、 IH・シル ト ー~H/j\ 内μi訂f!.にぷ\•/q't\)色～柑色 りり］口絲I>'<黄
、他1、ふ,,,,惰f'• -111や 々やfl

213 81-zSl・11 令；生 兌ni,部 紹illJI妙J,1れ砂,,.をjl砂含む、 Uか"".— 
1,1買 内面西仄色・外1':lr..o心但色 やや不n

21 I Illヽ ~l ll ¢が仁 ~J:-t'陥 紗Nをi< "'u.'ミ~-シ'"~-I訳~m, 内a,1にぷし・油創l火rt灼f!..色 t.l汎liJmf.色"'". LI杖灰貨ill色外 . m 
やや良

?161 Bl< 5l 11 

•— 

~~ 生 売店咄 既~lll/lf(;.~
丑砂,,..河針とを多く台I, 11かシ 9しI-
謂的mi

I'庫 1・ぷいGl!. ~:11柑色 ， 外1Jq!1(~.-!l\
褐缶 ペ・ヤPa
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届号 /1_r; ←地、点 召往 召形 計柑/ijlf,t'" 始」． 色，月 凩1必
21,; Bil SIii i ，)似L 是在郎 衣註1a.-1) 砂位を多S和．けかシ，レI・一m紗t:,i;jで均負 内 Ii[;- ぷ•, /If橙色―［り掲色.t阻ぼ色 -II -

,.況,~JJ 
131~5しll::A 弥生 畳L牛品

LI径{Z7.0)・問紐和大径 袖0fゆク粒位ー'it砂拉を多く含v.C! かシルI- 内iiili:I¥'灼登で色FでI・・ド渇'P.f!!.・外面l<I'<芯 G （益，7} 色-Ji色 "'II色

i1x Ill.'SI l?.A ¥l),:j, H-nほlil
I-

nmrn.;> /ri,f,-1-多く食I.:.cわかシルトー.Jlil1-t,l¥ 喝内色U!IIQ一色昂～こぶいみ;pJf~ ・外uoにぷい；；．
褐色

ぐ々 fl

~, り B区ヽ ll祁 弥止 ,i,l府”’
屯色の小卜荏駁 t ·1~ 色り）紗拉t・i<,.,.含む.t.l 
かンル 内・外団とも'mr,, t'l 

之:(I Hl<Sl 1~9 弥生 <iぼ1,;1: 小11ぼ負やIll-rmを含C,uかシルトーi即的 l'Jd<i!'il色・外,,,11Jr1,.ーにぷ．賣柑て 々'(•I'\

:?..!I B区 祢り。 ＼飢T郡 /fl;t~ を多く含!ti!か ,,•• I -1111紗i't質 内色mlf.~ 色・外而Jの大河1.-,和ヽ 似色，がか灰 ベJそ'J}.

出之 B区SIl:!ll 弥土 喰 WI、9を多くffvはか ンル トー細~ Iii•, ·~ 叫1大色―ら~ ,;ib ・外1W/i色 ゃ,;>J'l

四 B区St1~8 弥生 ；訊 r.~: 約1サを含l!.rはか、ン＇し卜～帽妙 V-11 l'i1lll,li賣砕 ti血柑色 やや且

空i lうJtSI巴U 如1・ 全日品 -" 砂 lfrt,•含,,はカ・・, •i トー繹姓!til 祐1,叫欣出ヒー1火色 ・外1Fi灰"''ll色-m色 やや[!

均 81< Sじ1:(8 沈''F.巨知3 ぼfl'<8.II) 的Ifを多く含urJか、ンル i・-1111砂11頁 内 1旬柑色～叩a色 ・外向 i!浅池-~滋紐； ベ・やJt

窃 81< SI I頌 弥生 甕 口屁t?S3(代.1約は.9 R・ • 底;)怪I(9I祁.(郎1飩/. k笙i f 柑買砂位をげケ含u.aカ・シルl 暉 IiI l',.;.J而;;虹,,轡頭•ぐ舟， Ii<外~皿ぶい＆他— !'I 

.,. .. .,.. . Bl<ヽ I1'.lH 弥LJ 衿 n沿行窃¥ZZ.Z) ・ li!:1!7.:; • 
16.ll 

!汎II砂,..,をrl;々含!,,u力• シル~- ,即l>U f'l.iiJ没柑黄も勺色倍で用的色即ぅ嘩......色・タ、UIII:
ふい で一 A 

匹 Ill! SI 1:0 少~'.l:. 甍i.:.・r船
lllt(21.I)• lj,J糀!t尺ぴ “ Ulffl↓ iii・ 笈く含t; lJかシ JI,~ ―!!I即柱 内罰：ふい硯-/(e¥'-色囮色で &3訳色,',).(籠 やや良(ti.OJ によい召~, f,¥¥ 

2公 Ul• SI l:IH 弥斗 吃 I '1'~1 n!fl21.0) Iii砂llを，，，<:!;t, (↓カ・✓ le ト-iaゅ灼 内JIiii!色-1/Jlllf!!・外U'Jiこぶい符色一忠
ややR

-I-質 l;)f.¥ 

Z印 Bl<ヽIl2R ＇堺I. 兒l『妍 一
砂nル色U貨l 沙,~を多く合Cr,l'l,!:, L卜 械I内外而•i.: .11色 ~-そ，a

~31 B区M128 i/~-!L 甍上平昴 H妙！とをm"'合<..l! かシんトー沙f;、＂ 内面呼， 9ばりlit色-に．ぶい出色 やや孔

:::i~ 111'Sl l~ll 弥生 党 lo↑祁 w砂tiを,,,,,合t, uか渭紗打戌 内-di!i¥,)li)火白f!i込-Jl!II..色・外雨；こぷ\ •Jll"!!t色 ぐ‘べ・a

＄む3 Bl< Sl'l38 弥,t_ 甍l'.'1°00 砂れを多く含&. 11カウ・シル~-珊砂l~1l 内iJii橙色・外而伶色で一謁灰包 ややJ'l

?.:U B区SL12n i氾L 甕上I'況 砂約を多くなU、！只-It・シ"~ ーiW砂·~貸 内りI糾褐色公色で 祁霰色 "9f1iii~色ーにふ
いふ． ゃv:i:a.

公,, B区ヽ I11U 弥生 見LI睾 ．． 紺ゆ位ー肋紅日 内五柑色・り直1¥渇色 午やR
窃 nr<ヽl12li 弥,+_ -7.IJI沿忽 砂t，Iを含む、はかン1卜～細ゆIt負 円l¥t,U,校色-1:•• ぃ罹色 ·•l llh~出円色 R 
2:11 Iう[Sl:$112B ~~ti· 甕IJ!lt部 HI砂flを所々含む．ほかンiいーIll砂柑に l 'i ・りI・ 1伯と 1バ~.も祓内色ー／＊褐色 ぐやll

'，汝q ttl<~I 1:m ',J:~, 受l・'I'邸 小泥,iや胃l~~t,tl-~r~ ~ ヽ,.aかシヽI~-
砂芹

内色曲にぷい楼色・タけ11こぶい応色―県出
＜ベ'l"'ll

239 ugsじ l~B ii生 覗収揺 1iたl'.径 G,71・ 底~r, げれ
16.8) 

柑買砂粒を多くなt• (,IカツルI・一籾砂k 内面るll!畏r色糾J・外l)(面(e_屈色―’一こい内色でlitが
ふ ie ゃ?Jl

2・IO Ill<~I 128 命1;- !E l~.3·l!l7.~ ・l?,1.1 墓阪({ 昭"'"'色

"'2"11 'ヽI,..,~ Bl~SLl3 •I似L Jヽ 醒 佳s.1.. irnu Ill砂拉を名く含!J.llかシルト貨 内外団とら：：迅r,,色―灰色 やや且

---
!!12 Ill~S\ 13 弥'L 小喩;11a,

隕r,111¥!J:粁,,.o,・ ~tr(
糾砂詑ー砂粒'111 1色勺lllllー ・いい 14- 111'•-I訳,,. 外Ifill-ふい柑

ややR:i.:,, 一忠色

2・13 Ill< Sl'l.3 沿り． 礎•M応 爬葬14I・虹椛外窟15.B 紐Ill炒砂h¥紋貨-釉枯を多く古t,、ばかシAI - l慌芍1色面にぷい(1,&色・外面,:..;入哀但色― やや良

2,M Bl! ~L 13 弥生 甕」:・1部 砂I< を含む、はかバ1 1•一袖約lぶn l灰'lllllll<色 ； ぷい＼貨樗色・外1叫i炊{•, -Jli 
色で一芯出怜紐色

ややJl

2,i; Bil SL 13 弥生 甕 Ill砂1;:iを,i,ケ含む、（しか細（引W質 円心i1'<J,fu-m;;m,, 外1櫨灰贔色一ゞ :・rfi.色 ややJl.

2.11: BitゞI11 '~'l 甕1・1w部
kfUij閃~ 泣ヤ砧粒を .•,i,. 11カ,:,,し,,→ Illや I色~ 面1こぶヽ 惰ヽけが、・タ杯ii樅汽・ 1:,迅 ,jll t・ゃ良

小逗を一潤~, ,,、湘甘1n~1-;;. , 含む． はカ・.,, 暉残渇ふ岱"'白転11,(1,-⑬1)'),'i色 ,, 面だ如） .:~ 鵞，ぼf•H12•17 fillヽIl:J ;; 生甕L'I泌 l l rf(1~. II ルト ,.,. 射 色 分ビぶし・で色ll 色-1・ぶいホ
ややLL

I 
Z,I~ IIHゞl"I] 弥生史上'I'部 nt~(23.0/ 胴紅殷K径

姐妙拉し所々台I.J・.Iiかシル lヽ～砂に附 l勺而,-ぷい共橙'l¥色・ク>lliilニヽ ，い合柑色― ややR1.ZJ.8J '!<,'Ir色・断lfll 色

2,1~ ttllSI I~ 心面 令，•tI璽認俎 I llをl~.R flt砂位を多 く,,.,,、 IH•シ/lI• 一砂tiII l'l 曲 n1扱I'の咲一部褐直色＂目祁位で上,,~.,か褐色巳牙・外,. 
面11ili!t 'I 平中尻 c 
なる

ゃ俎~峨·不；：良・ " 

公刃 BIISじIJ 弥生 史 1•·1 郎 底111り.u fl11/<砂1,tiヤ,.,り社を含＆、 aかシ／し1 1:1炒 lに'iぶ11Jll.ill<色 1．りこ1ぶ,1,-褐い粕色色 外A111.\•>.色- ややJl
い褐色～

2,1 出<Sl'I' i~'I I 受I~下半出 底11'(~.II Ill紗Ii!釦｛ヽ '3°C,、日JシII・トー砂粒貨 内褐・外でill1りl,ピがそこ搾n色変―化阪が苫伐州色， 正り出
色而：3 い ~ ~· 且

2,t B区StIJ 私生 を 1,t/M.1 小FFLL礫ヤクN，，'1'1Ill砂杜を多 く含む、刀か !.- 11- I•一 炉喩‘匝吋―岱訳色灰i!.外IJ!ltllIやや凡
-I穴，~-出11,
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召サ lilJ:.I也.a. 碑 岱形 t頃•~ fJ. 貫 9 給l. 色t~ J;~h, 

筐森SPI R区h1'14 符、止 iiinl~ 糾 nFl:1.in.11) 砂llを介む、ほかシルト～緬砂杓貨 l"J氾i/n1に湛.;;竺い：そl岱lli-1!1色・'11ioに、；；し・社色
旧色

や々f↓

2$.1 Ill,!. SUL4 1f生 :i1 ン'"I- lf.i=柁買 内褐面にぶ"~ぽ池 外血にぶ．噴楼色
灰色

やや凡

四 ' ft•( 、1114 ホ,1, 亮lll'<M 泥'I'(-絹!lltPI,買 内外面と I,(こ1:.ぶい愕色-IQ色 ~ 

2却 B[l Strl4 ダ・'I' 翌口令ぶ邸 細仙杓～釦t；買 ・"'而l?i也色・クlllliにぶい褐色 ややfl

2!.7 ＇ B[-!.Strl、 弥生 甍m栢.,; 和拉をもt,.ほかシJし~-絹砂粒質 ぷl"H,n1.苗1fl赤磁寄色色 ・ク1曲符色・所1印！の刃1こ 凡

?',6 ll巨SUl4 弥中 克llfil',f; 糾tなり伍；；；む．ほかい• I・ー細刷咋l 内叫褐灰色一灰Iり色・外面浅り渇槌色 や々良

~-9 B区 ~l1l< 祢生 亮U縁祁 ンル1一柵刷と貫 内面は仄色外酎哨氾色 (>ゃf~

2凶 Bl-(SUB れ、"' 梵ll騒邸
印質糾かを~;,, 含LI以ヽ シ-.1, I旧fd>l~ 内,nJJ:ぶいl?fu·9卜血柑色―屯M~{I( ややfl

261 B lべ ~lll• ギ~-, 亮IIばr.li 印H¥多く含む 内色,,,: ·.~ ぃ巧色・外,.wぶい足色～弼ぷ やvi:•.

2位 0区SL'i, ｛ポ：K r.J¥'!11! .,,,, }ー砂柁質 内4菌紐殿＆芍祐i喝赤色色 外面（ ：ぷ'"位橙色―111¥•, やや且IJ母＆，

奴S Bl.i S1t14 i'J、11 翌口t屯部 シJIト～砂杓買 内釦：ぷい布m色.'埠・1陀色 や々J'I

21;., B区 Stll ◄ 弥止 小云底鮒
~ほl;!f(S.41・ut糀くびlL シル ~-.ff;は質 内h.沿色・外韮IW:色―fl:'u,色．一部．洪鼻） ぐや(J
([,.Cl) 色

U6S ll l~suu 祢,,, 字沢，'； ··~ 忠外径I~.り） シ）レ ト→沙~·er 内••直.~l/渭;(註白；色 灰貨掲色，外面橙色 ., ふ やや良

2邸 f-l llSlfl ◄ 必'I・ 甕下•f.訊 沢這外舒7.l 赤褐色一ゃ細砂n色似•>ゆ比f 多 く含{r, (lケッ
9レl 質 内直註む沿令色・ ~II"'籾I<色 やベ-n

11認;6! 刈
01:i:s1J1r,j'li上 弥生 紋 |頃昴外臣(, .~ 雅細砂紗柁杓質-(紐を多く含U、IJかシIII・ - 内薪J!I:'&色・外面にぶいillll!色―mf!! やや良

2!i8 BL~SIil 「iJ~ j_ !i,,'L 
i!'i{,t ., 

阿if[,I 6) 砂位を多く含む．はかン,,,1・～咄砂わ四 内如：ふし9地・外,1,11:ぶい枯杓色-!(/ やや且
坪祁 色

知霜（lij fll1 St% 羽巧L 亮17¥i茄 (1色及［`パ一!l紺ie約の9討い粒；・七宮ほ々含む、は
かソ，，，

1褐•1ilt11:ぶいば，;i灰色サ―iにぶし）出渇灰怜色色n..i一沼
灰色ーク 褐色― ~· やf↓

:1く’ Bl~ ~Ul6 弥中 妄 氏[ff8.ij) 白色印わ¢ 含む．ほか✓ II I・ 細切咋i 内一茄面にぶい橙色・外~ill-●●中い橙色底loQl
l穴色 やや只

rn U区SUlfi 仰生 脳;,f, r~ff、 1.4ぶ） 新北閤砂布位質質のIll峠t,tを含む、 はかシル I•一 内色r,;: こぷ••1池，外血1こぶい位色―喝阪
ややR

齢戸・", .. 、'~ lll,; SUl7 t?l 弥4 祀11.!$邸 WI?. を各く含む．ほか:,.. ト 細ゆl9r( 内叩11-f.患色・タfilll符色 良

~r.\ Kl~Sll17 弥11.・ 翌11絃鉗 n償色Ill砂れを含む、 I!かシ,.~-網紗II 天がJ浅貨色-~I出 I·全体が阻六色 やや凡

?.7-1 H区汎Tl7 :J1,!I: 油底罰 収社J;,i シ,.~ ーtlil砂は甜 内面橙色・外面代色―浅ItIll色 ややA

tr:: IJ~!.lll'i が主 碑昴 必びれ部駐クI-小径ffli9.B4,)6・1収師< nI・色-q罰』小砂隠fl'!貨及び1旺少1立を含り、はカシル 内1/;l国!l品fi,褐-t..t色ー色1こぶい枚腔色 ~}f紺•-ふし やや且

i,, Rf!. ヽ 117 弥,,, 玉名＆か況'/ 胚!tffi.Zl
箕柑砂符を出々令む<iか．潤ゆn―ゆjlヽ f<J,i:/,li/1,i~ 色・91印明#.ll!色•一完阪色 ややr,

I 

in 1:11えSUl7 ，）ら生 売庄訊 底れel&郎外此r,;l'6.sl 底部＜、ir1;fl m@拉を,l;-,,含t・.I! ヵ雑肋拉骰 内幻：~-い //if,;色外,/;Jill色一日J,¥<褐色 やや且

~7fl Illヽ"'HIV 少~it ~l,\c,111 託rHt祁!外f(iS1. •371.1)・氏祁く JトE;;;-,nl!l,;砧;tのii''Iii質硲にを多く含l:J、はかンル 内外和と i,1こ I~色 ややfi

冷·~i:.i

n区双"り ,Jl);tl. 召nJ;聟 n3l1\.~12: u1•!lllmltが1ヽU f“1l砂かtンlル・≪ト.-質代 はぴ令よけを対々含む． 内灰曲褐：'J松色色～にぷいも:ti)色."'叫耐灰色 良濡 し1

公!(1 LILヽSlllU 弥牛 9俎Iヽ'I r,v柁を＂砂含む. Ii~ ・シルト一柑1紗llr/ 内・外面とも1・uw屯が褐色はか応灰色 fl ～にふし和色

がり Bl公sin!) 弥,,- d社till', 紅任11.4 屈t~を多く含む. I~~ ・シ1レトー拙砧'l<',"l 内旧色.,;―にぷ中舟い玉色府色―杓"!・外1b1にふいぷ・ ~-や良

公認 UI'SIIJ!J ·~,,j 

“ 
u邸•t-1外2」w,.S;J • 底謡抒ぶ6 r,. 
底 .o 12.1 

1n 111/J>~ をしく介l.r.Iかカ・;,fしl・~lmゆ杓
い 色-'I',色でJ-'t内部-温,茸A:,lll仄坦拉も,: 褐ぷ色Il必＇l朽ボにふいか褐色・外祁内!iii底色 3や濱や立｛且．よ1,

21!J n区Sし11リ 弥生 寝ドキ点
IIH ,1C~k径tJ,.~. ・底径 雑＂砂りかを多（含t.・.IH・シ,.,._細砂'Ii 内応面色灰褐色―佐色控―色灰底部色tu・外雨出色―,., ~;.llゃかャTC良よII
1.5 ~;・ ぶ'•'}! 色

28'1 Uf1ゞl'l9 弥'I 9じI・r忠 口fi':132.fl) 小船ば仰杓や1R11砂Itを多く含む、 IJ~• シIII 内f(f叫(l,,,i;.14翌色 f(色・外面哨/Ii色-~Vt やや只

蕊 B~ 、l.llU 弥生 昼」•キ侶
れ)!砂粒を1fi-<- なし．はかシ •(J. 一針II紗t; 円年9サ：ぶし楼色・外1H1控色―品裕邑1ス

ス芍I
でや良

28' 811.SUl9 榊惰a 庄10.5-rn3.!"-. 阿tl.5 .r;,11,,J質 円褐色ーにぶい沿μ,_

凩蔀.,11,1 
B~S\: 灼ll ダ~II・・ ii:H阻 Uほ9l.f.1.1)2~.I))·IA品藉大径 flLfl /~I柁を所々,;む．ほカ・シ l•I• 渭II紗や 内色直～1梃烈色褐色-,・ ふい渇色.~ ばUり<El色—橙 やや且

., 沿 RJ• ヽ l'初fl 弥生 昼IMl IT+fぼ11,0l 的札-,1ヽ礫 ばか号IB[rl'杓貨 内rro澄色・りは11:.;;,伍符~'ーコ渇色 ベベ浪

2哀） lll• ~It初B •.r1,1• 哭 I'!'布 むI砂h>.i・セむ．ほか訓砂f1買 門,.収釘仔色・外111,1火貨IH色 ~, 々 良
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藁り II! 土地り， 甚往 益青｝ ,til!l 「r~ じ● 柏上 o、叫 焼屯

刃^ Bf,! St'加11 ~, ·~ 甕立節 虹{?S,.:1 シルトー妙t:,,i ド,11）内にぷ,•Ji祁灰t玲臼． ・外ー黒叫渇1:.n1 叫柑r•-
仄色で1/!f. 色 色

々や良

冷I Illメs11r(>n 弥生 臀底品 底印.ol 毎祁外'}.8.~ 紐代沼•t! や砂I}.を合し、ほう、シルトー湘砂 内州匝浅貨褐1念I色ii.・外lllfllt色ーホ拇色瓜；邸・且
切屯一 色 ？や只

＇ 
!92 Fil< St:20B •.ll'I' '"'底部 荘担1.0

,卜.JJJ紐伍紐砂今i-iやi'{ヽ~ Iパ多く含す・・ 1↓ A• シ，し 内・外1f1Jともに．こふい岱色で一乱黒色 4りt•ll.

よ、J B区ゞJ20H 弥生 甍且抽 底怪~..1. 狐茄取ヽ i・怪7.3 ,J, 位を含む ： I,l•:,1•1c- ifil砂E頁 I掲~地色咽＊褐外叩J,h:褐色，．よい,,i, 良

I 
ぷ.. Bl, ~uio11 •沐'I 甍H'品 litff.(U.tJ 

fl后[ゆれを所ぐ含む．ほか,JI Iヽ追砂泣 I悦勺曲色―にぶ虫し侶渭色ぼ秤~-迅坂ヤ,. りIJliJにぷい ゃヤ只
'-

295 llf>i Sl'20U 外1. 賽下キ祁 底紐外li8.S 屈~砂ね~,,伍含9ムはかシルト-18砂投 11•J l旧~-かヽ ,iii!!色ー島灰もりは1償色―
やヤ良

汝貨IQ色

:>9,; llP~L;? りR 汀 ,,~. I . ! 世:l.51'71.,l h¥fl? ,,.,r, 色、 I ― 
i,,啓:i:.i1ぐ！ OP~ し1211li"' 弥生 序 ~t·机 突l•を柏＊ りヽ粒をif,,.含も，11か:,IL I一絹勅粒召 内面にふい粒色外面灰1~屯色 |ヤヤ良

← 

19~ Illヽヽt:21 ~;1 売 ~1'忍 幻出を狙中 !Jtltl・t~,所々 含t, 1.h· ✓ 1レI・～罰妙控 I'• りld<l と <,;~,せ色 | ヤヤ良J;i 

;9~ B[l~U21~ii' 弥生 轡111 軋'"~ffi-j如書砂佑t褐at色t,, u, ... :,・i、.a力•シ J'抄外面とし悦色浙→iJil1:,ca古房ヒ I ~'< 

8()11 Bl< Sll21刺ヽ e ,;i;,~ 賽口氏忠 紗を含な．りかシ，1、t--i!il仰f,rt{ 内咋血l!il1-、tfらn褐い武Iii均色色，外面杓色・・l-ぷい曲 1 やや尺

,a, R区"'21阿1・ 外生 鸞f1'昴 ~虹切m~& ． 且炒拉をtし、 U力.,,.. トー潤砂粒旨 1勺iiill'.ぶい捻色・'4"11i伍色―i別ぽ色 l砂-=--内~ ~--
3屯 1111ヽ＼立1 肖，•t 翌此祁 虹径；,,,)' 111.卜 ;w栂い iやt!Iヽ困,~色wわ 砂tHヽ含む．ほかシ '• 11,;i叩. .,,, ヽ褐色・WI直誌褐色・祈r,ii褐

I/淳9 ヤi・旦

碑 I 111iiヽしば1 弥'l. 甍f↑謁 士千i'/ii 口ト色ーや;J;fぷ~褐l'.r (!,U)\'lli~•I名を令む． はA・シIレ ,,, 配.,にぷ'・屯色・外llij;;,1116断面'k色 1 ややn

知』 8区SU211¥/1' 6'/!I 即 .7・1,jjl.8. 町o•. 1 サ~/J イ ~7 I音灰色
I 

麟話'"L<l IJL1 Sl'22 惰：牛 'li'lil品 ヽけ岱~-令ら はかシ;J.~ 1111砂r棗 l'•l而しぶい橙色 ·Ill灰色・ '1ilii l il色～褐
ややR

I火t~

3/)ll R区sr:22
消"' 甍m部

シル I・ 一砂1~怜 1慌•;面色にぶい1¥橙色，外ln1にぶいh柑色― <・ ヤ良

307 13['SU匹 ¥ll, ヽF 'せ1'4'屈 底四け籾.u 砂粒壬も ‘ヽ”む.ll,t·, 』• I·~IU砂~f, 内両怜浅色代用橙色色 ー!ふP.,屯赳包色 恩熙1色月 ・ 外,,.,_~
い...,. --- ...... 色

:~., 鰈''.)I;
やや且

ぷ）8 11[, St!?.2 弥,,

“ 
llff(l7.5 底部外>J 砂IH1!l砂むを ~({\Cr. 11カ・シ"~s ；勺が1浅ill匹—1こぶI 11(,19色・ 外内IMIF.

ベ·~• Jl1,,9・ ~! 対128 色―Vぶい赤澄色

,;¥; 牛 l'位も打I~祁怪.3t,iIJl.•0 ,0h叫/eiIn外邸tf8屈.7）、・径 ～か細届色r.n．位mT(·~ 的I,)を含i.r,はかシ ，.1- で'・Jill'Iil¥態ltが色で辺-il:,,,t灰.,,山色.~~-黒色・ l々叫位色
＆リ Ill'~V2? 費 る ~I Q)柑I/Ill.Ii曳祈 £1. 

lll色

11n Ill ヽ ~t;22 •}l,rl 吏rJ粒屈 iJ,f:,fr含む. !;[カ•シ，：・ト -,111砂叶質 内1飢こぷ．、内色・外""にぶ,mm色 ii 

:Ill B!i<SUZ? ill,、t 甍セネ沼 i!'t~ を含む．ほかシ，シト貿 1勺而寅灰t'•. 外而•Ji.苫撹•色～灰笛IP.,色 ヤ~•fl.

112 じ区Su22 哨生 甍上中祁 抄粒を含し はケシ；H 嘩砂拉灯 ；勺,nriふ、戌ぷ楼い色橙―:,\\褐色べ'~IW'<貨渇
色で部に 色

やや山

I 
~l3 U[/. ~t·n •,\j(ljc 甍 ritft:/1; 9• J磁岱9 l訓'JIHi，只粒ー相只紗＂を多く含な, 11カ,;,.)l,_ 内也1rt泊色・タ~ii!i仄 ~11!<",:-tい、t町立 l!.l や~ · fl.

9火色

＇ 
I ＇ 

I'f祁

U仔126.tli'Ii(f,, f, !l外l沿i秘fiJ-.9).,t! 紗円砂tmlわから砂tl>1-1,;t:, ほか;,~ •-"II 1位1•Jlii1 ! ・ぶい證;,,_色庇郊～汰；こ伯掲危伍柏外fl•.L'U('ぶい でド~I'·祁良
311 Illバ st:~2 ;'r.1l• 気 色-Iii.褐 ぷい一1火．；；；迅'25 01• 

色
a次焼J必
Iーより
ややAヽg

315 £11, Sll22 偽.'t 鉢・1下r包 妊tf6.S lll,HU多ヽ:f, む．ほかシ）し卜四 内前I~1色9」灰恐褐＆色色-,IT¥;;;；の色で -$r-l l~ ・外''"
IF. .1;1•,\II色 べ々＇只

硲,",,:曰" ,., 0口 ~U?.3 竹生 史.c-1'·6~ 121U酔;.:l~:•J m郎駄大臣
；． 

裡Ii紗位を多く含む，はかシ,,トー紐砂R l'・J面にぷい貨喝色ーJ火投ft,和と 外面灰u,
褐色で—沼~fl•.fA_げ吼 ベベ'rt

Rli l:ll, ~U2~ •Ml 央下祁 底沿7,<1) ~¥1 I. 約ぶ...多く ~fr. Iよかシルト-ftll砂幻 内IIり1/i褐色・外曲,;,,税 I!,.-ヽ引色 ャ々J'.l
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3. B区円形住居

SC4 C選惰：第36閃、第5表、図版5/造物：第37図、第6表、図版7)

SC4は、関査区の南求沿より検出され、北西側はSCIに切られている。低位にあたるrtf西側は、後jlj;(I)

撹乱や逍併によ，.)て削平され、また、底位にあたる北束側は、仕居の堕が検出され、巌人,24cm/J)店さが残

る。壁の寸ち tがりは仝1本の22%残っていて、そこから径を復尤するとjr{径が9.4()m(I)大13'1の住居となる．

仕f心に伴う柱穴は、床面の残存する北東1ll1で6本確認でき、削平された部分を含めると12本あったものと

推澗される。床rfiiの一部は京西2m、南北I.Smのほぽて角形の範側に赤橙色の砂粒から細砂粒質の」→を1享さ

3cin前後貼,,ている"

I
.
 

＼
 

SCIO 
1. 澪還邑廠粒土器片や沢疋多く2む
2弄閉色細砂む一沿粒 a1,o床

0 2m 

I 幽叫■I■, I I 

、）
，
 

土

＼
 

¥
＠
/

t

 

＼
/ヽ
9
/

，
ロ

／
 ／
 

べ
。

第36図 B区SC4遺構実測図 (l/80) 

弓＝—r=·- : -・・ ';" ,,;'¥_上ご＇旦:
第37図 B区SC4出土遺物実測図 (1/4)

SC5 (逍構：第3Rl~I、第 5 表、 1忍1版 5/造物 ：第39区l、第 6 表、 1芯I!版7)

SC5ば、謁令区の中央より検出された。内束側にはSClとsc2が、西側にはSKlが所{Lする。低位にあ

たる両側は、後lltの撹乱や逍梢によって削平され、きた、窃位にあたる東側は、住居の様が検出され。蚊

火15cmの窃さが残和壁の,'[.ち上がり部分は全体の33%残っていて、そこから径を復元すると直径が6.28m

の住居となる 住居に伴う柱穴は、床面j(J)残存するところで5本確認でき、 ill;.に削'flされた部分を含める

と6本あったものと」麟IIされる。
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A. 瓢褐邑 シルト～載〇包
B. 褐色 匹粒
c. 明賃塾色狙砂粒 ゜1,.,,,,, ... ,,, ,I .,
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第38図 B区SC5追構実測図 (l/80)

1~ 

第39図 B区SC5出土遺物実測図 (1/4) 

第団良 B区SC4・5遺構計測表 単位(m)

莉立区 平而プラン 復元iモ こH,o<ふ<'• /J, 而恨#ii 七~bx 因礎溝 居内十＿坑 置措挿f:!11 還物挿困

Bl< n形 9.•J ().2,1 21.3 6ヤ“し12?) 僚 不明 第36図 31$-321 

BIX" 門形 ti,28 0.15 21.8 5-a(G'I) 謡 不りJ 第3Slil 32~-326 

第6表 B区SC4・5出土遺物計測観察表

笛サ l!J J-.Jt,1. 柑袖 岱影 ,~tM!Jj\f~c• 
·~ 土

四l 紐

9瀦ぶ1,1 IJI"'~(,.I 丹、中． 面u,1c乱 的l"' 含む、ほかンル~-紐砂ft'l'I 内""灰U色・外llli茂禎如＇、駈虹灰色 やや且

’ ~19 FIiマsci 弥'] 甍n様品 いl トー砂 I~質 内,niにぶい＆柑色・タ1,柑Ii.Ill料色 やや且

J:dJ Bビ江心~a'l!J 弥'I 荘心訊 央径1.0: 柑III紗W仕l/1や買ゆ,,をilr今含ft、I<かシIII - 内一渇叫灰灰試色色―田JX1"・外llfrにふい霞樗色 ぐべ＇且
~?I Il l ヽ ~n.lM倒 弥,1← 甕経郎 戒•7托.l応~}. ~ 沼紐外佳 北滋店隕トU)小汎印rゃ,,Ill砂杜を所々含む.IJ 1'・1面9り分、沿包 ・外団にぶい柑惰{I,-樗色 ややA

かンル - ~II 四

次活，りし BL{ゞ．．．ぅ叫IIJ 弥'I 女目部 紗1iが所・，：合む、 I~かシル ト-!:!I砂れ質 内外面とも心こぷいは色11.ilflにぶい出栓色 只

-~· n区,-,,_,1~11り 弥4 長LI~紐； 吼砂ll.七l'.li_.,含v. I~ かシ,.1 -o,au r'·Iり~llTI~ い児褐包 且

WI Ult 況,~牡II 弥中 克Lほか訊 咽砂tとを所々含む．はかシルトー日砂粒質 内面，";1色・外面怠色―沿灰色 午やR

:i蕊 IHく,;c5北屈I •/t.'I' 曹U崎部 吼団紗柁を11,;パゅ、 11ぅ・シル I・-IIUM>li
9り面灰炊1l!包・外面浅柑朽色 やや且

詑6 Kl~"~-'北1111 九,~ 売ri,粒II 刊約ll1iボ『，，合わ．ほかシル1一砂fUl 内外禰I~ もに拭駅色 上べ,Ji
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4. B区方形住居

SCl (造構：第40lii!I、第7表図）版7/遠物：第41・42・431::£1、第8長 txJJ版7)

SC」は、調査区の求仰1より検出された。当初は黒褐色の埋上が長）JIitに認められたため、長方形プラン

の坐穴式住）叶と考えられたが、 I喝りを観察した結果2棟(J〉ft居が切り合っていることがわか,..,た。切1られ

た住居はSぐ2、切った住居をSC1 とした， 平面形はほぼ方形の緊穴式住居である。丘陵の緩やかな l~fl'り斜

面に検出されi県高21.20-21.70111の間で確認したn規模は長伯5.96m、¥./.帷5.85mで深さは波・人で67cmを測る。

床面にはぺ・:,ド状追梢が築かれていたe ペッド状造I営は北側コーナーを1りとしてL 字~}、につくられたもの

と、南東側の中火につくられていふベソドはすべて盛 1を用いて作り出され、幅ははぽ80cmである。ベ

ッドの上には所々白色(I)粘上が検出され、特に東OJIJコーナー周辺のペッドヒ面で邸沿に検出された。東側

コーナーには橙内士坑；1}~0)窪みが検出されたが. 1姿？）澗査粘呆からSU1 r/J陥没に伴うものと培えられる0

固隙滞は陥没した東側コーナーを除き倹出され、炉は1-1:l!iのほぱ中央に検出されたC 1: 柱穴は4本で、 1材

東Mの広本の主柱穴ははぼSC2の土杜火に沿って検出され、北西側の2本の 1こtJ:穴はSC2の主注穴より7()

ヽ・90cm程内側で検出された （第46図参照）じ）紺壁渚を除き床1'11およびペッド状逍構はすべて貼りUcであるr
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第40図 B区SCl遺構実測図 (l/80)
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二 ，

第43図 B区SCl出土遺物実測図
土器 (1/3)石器 (1/2)

SC2 ( 造悟 ：第凶,~,、第 7

表、図版8/造物：第45図、

第 8 表、 I•~!坂8)

以C2は、 SC1 Q, 北西側と、

SC 1の貼り床を除去後に全体

が検/1¥された＾規捩は長柚

6.40m、洞柚5.14mを測る1乏方

形を址した竪穴式住居である

北1'Ljflllj(J) 1辺には幅約 1m(/) 

ペ'/ド1犬遺梢が;f.'l,ll>>以四?

周陪溝ははぼ全周していたも

のと考えられるか、南,,り1u,か

ら南康膊の一部がSClの立て

替えの際に削↑される。炉は

南匹側の上柱穴のl,IJに険II',さ

れた 主仕穴は ・I本である 0

床面やベ・ノド状迫倍などはい

ずれも地II 1111) !J H¥しである，

叶 ~I

〇@71 屑II
◎ ° II 

11111 I I IJ.J.l 

＼ 

I, ◎゚ ◎ 

22-00no 

第44図 B区SC2追捐実測図 (1/80)

.9 0366:;, 

に望心•閲

O 2m 

i..........------1 

9、
△い畠
1~"1 388 

10叩

第45図 B区SC2出土追物実測図 土器 (l/3)石器 (l/2) 
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編d

SCl•2 
1, 褐色 紀i¼llt 1:i: • 土笛をP量＂
2s. 睛髯褐色寧・誼隈を少●宮む土謀と比珈ジく含む
2b, 賃高色 砂ほを少璽含口
2c, 黒閤e 柘員土尻を少●含U SClの
2d. 羅憑色 細訪位～砂担土蒻を多く苫U 匹少●含 坦
2• 編 e 細rw位エ紐をコ〇炭を少●含む
21 虞土及び灰 l 
3• 鷺11i1色 細紗Illllt'lf多く含む
汝〗感色と呻褐色の互簾
ac I切8色 帖質土匹多く含む材~,.
出絹躙色一爾璽鵠じる

［ニコSC四土

]~±'i!fl) 

。
2m 

第46図 B区SCl・2遥構実測図 (l/80) 

SC3 (逍愉：第47~1、第 7 表、閃版 8 /造物：裕48図、節 8 表、

図版8)

~C3 は、濁査似の南西隅に検出された長方形の~:,に住居である。

住居の1J1西側が溝登区外となり、 {Illの段として削平されている。ょ

って、上柱穴は,j_-¥と考えられるが、現状では3本確認でさる,{t. 

届の中央でりが検出された この炉はSU22を切っており、苦初貯蔵

穴の埋土と考えられていたが拙Jjlj中に炉であることが確認された。

周陪滞は検出された3辺で認められるものの南両辺はボ明であるc
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371 

。

373 

””‘ 
第47図 B区SC3造構実測図 (l/80) 。

am 
第48図 B区SC3出土造物実測図 (1/3) 
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第7表 B区SC1~3遺構計測表 m位(ml

遣柑爵サ I貶袖 片藉 柱l(.(I I? さ 床面楼忘 :t哨〗 ベッ f 如:riI炉 展Jk]J_坑 迅ほ抽図 迅唸！叫~

SCI 5, り6 :i.SS 4 u.6i !ll .(13 ーヽ』16"-E

゜゚ ゜
,, 

邪IOl~I 327-365 

SC~ 6.10 :,.11 、I o.n ;m. 98 I N-16 -E 
゜
010 ？ 第,1-ll,il 36ij~3唸

ゞc~ 5.U!i+" fi. I~ :; ~" I O.•I I io. 10 N-2!1 -F. 煎 010 ？ 第17図 祁9-37:1

第8表 B区SC7~3出土遺物計測観察表

1杞サI 出 I・地．屯 r..rt 怪名 叶閑）岨位 c● 計 r 色甜 lit.fl.. 

和.、"I. ii: ll区ぶ ・llir¥",t 土即沿
拇f.l-~ 

C抒Ifl).(), 1};~1\船tl;小,!';1を
,faj I U• llf径 16n, • 7 v 

糾色r:r千をおく含f,貨'rir~.,~-f ヽ， •If々含
む、 1かか泥ーシ"ト

内外11111:楼も に幻皮沼かり.'!,'色• その飽
（・ぶ1ヽ討 色 A 

3頌 ll[<S(.l•J l {lf直i l Al!f 町が`ぷ り屈:n,1,ff2.s u11 色I•り寅,n-べ•お色U!粒子を含む．ほかン 知由のl色勺面Lぷい貨世色・ •ii葡及 ,14 ~r,1l ゃヤ良

、20 lll<~"l • S l {I加" I Uf,,i 品江 玉葱1~,1ヽ i'/;,l 6 nI・色負>)妙拉/~'J'柑砂!1を 合し、はか；；,i 内外Jin!:llUこぶし ・符色 ややa

3lU IJl~S(.I·J I.C. 中円 1-11111 ,i)jl,l,I叫し #,:111:!lt[ヽ径35 祀u色1,椎•卜tiしくりも杓を弔々 含/.,・,ほか
ーハレ沼

i.1111内面明亦113(!•.・9>臼l畔 や＼良

l~ l lll-'S'.1•1 11•1 ''>1 101,a:; '~Y-.V,f~ 払部骰,1,,釈3.3 戸白一・色~砂JI,匹i'トU潤,竺rl'晴砂ぎ>,(J紐ヽ.,.I・ 四 l'i外面と/,に1りJか沿色 1:.. 

泊。 kl-~ 如・ 1 1<•1怜 tffll柑 pj,i,11,, 祁
朽呪籟,1,げ:1.1-閲If, 杓，，名く 含む.;! か；1/.

I'! りflll•/, にm色 やべ＇凡(& Sl 
t-

J3J li!i SCI IぶF
MI ・/' 付と 1-11悦名 応坪11m 押fr,/ 1 9 . ~ • 白I・色賞註そ•小隋を~,,,含む ほか；附シル ＂色牧は] ► い．＂趾褐色外1n1"'-~I潰灰 く·~·良

I -
'l.'¥< Ill• ~Cl• ~~1 ll叫岱 れ朴 11;,l¥l!l,l,ff-U 白11,門色'!¥及び打色の仙r;・を符む、はJill-シ 名~内'"'侵色―•にぶい絨控色・ •l• liil柑色 Jl. 

忠 Bl{ SCI NO↓ u1, 粒 高拓 し邪最小径3.0 fl色;.,りIt.）苓トり投罰 杓砂杓~·,1i々合七．はかt比 1勺外面1火色・虹品）3で）た由色 やや且

!).'1(, 111l !;cl• I l' •1」\,; tui:r. 凸妬即ai 孔可lli')ヽ/J,I(I 1・I・ 1色四砂飩及びI,:色柱子を~(; 、 はか，，ル 内外．面.!, ににぷし渭9色 ややJl

唸7 lll~ 沢l・Sf1<1沿 IRI消 店H湘 況．． 平ml€し小,.~3.0 n色IJ)Miを多く合む. 1 111•1'~ - シ'-- l·fl ,,~ 紐／＜巳・lfk曲1出白色 やや良
＇ 

也 1\区¼ I · 113'1 ¥'4 J:llり石 ,c,~、 I\祁 ≪り,t.2.!0J 般，H13.I・糾t 賓u色11ltnと-1l!砂粒・を多くf;<.,.はかill
シ IS ►費 1~1/►iffl' も ' 17;,& ·,碩灰i'.I色 やや且

~:;'J 11II 1< I !,<;l 1<4I 「,j¥打軋NIぺ j渭b詞 t叫ILJ視 耀,0!/1•1ヽ仔3,G · 判If
13 紗佗-,lli 紗~tr含む．はか祀-.,,し1ヽr 々体111に芥色 やや｛浪

I 

l¥ll B{,(Sll~o:, 土m,,高ヰllf~! 閥I荏llS.・11 i♦It I紗粒をllf々 含む II. かシll•J·一1111砂北 Iり1厨ほ色 ク並11:ふいほ色 ~·~·A 

3,tJ Jl[lSLJ・11,1中％ l紐枯 品り漬玲t -1.1<,¥llfl,(ヽf!L!¥ 白砂粒色f質,tゃ虹ぶを含t,,laか,Jt, I• -紅 1勺外llljL(i に~/i{/li•, やや良

3-1:l 11[& Sll• ~(! り困 J: 輝~,； 品江＆紅 必t.≪&1ヽ径3.G n色凡-IIJび'/r砂Hf!l ,tJ 拉 f~多く台c-.はかン
II I- 沢

心令I』si;付i,,近.. ;. 勧は没不杓1/JJ玲色r~ 没属直色で：aよのりJ没'f,\灰•郡色サの叶,， , やヤf>.
'H' 
！ 

鳩lil{ :;c1・,, <i9' 
-J-11!/ 

11.lf后 .~I!· 糾，'， サ附給•l•lf:l.8 Flf!<.>J沙 I~を含む litr, 1,~•,•: ャ丸!由内関外祁l,,!ll一共部に：にょぶ町尺い1l1色色～に．い噴ダ LL 

・i<1 1-lM .,,:;1 烹ベル 1m; ,iii年11p糾 !&邪G;,fヽ径3.1 11色及I・び H色の柑妙れを多く台{.•・ほか Iりi1u1-ぶ,,,i,.褐色 外釦．ぷい税む 』入I• 1 [< I l引閉 ., ,, ri 

111 Ill'SCI、Ml!, ICV~ ~'1-1'1,l! J~ 祁 1:1,1ヽ,f~.I 悧m.•をもく令む はカウ 11-l•'<t 衣皮，Ifr分1ぶIv伍 ~I漏ポう包、 他1.1.;_ふ, ,
ややfl

紐

ヘぷ Rr,i~, 1• 41l •I咽 riff柑 ぶIf.Ill:純 凡吊t,,(ヽ倅3.ft n色及rJ'II卜色霞の1,~~-'·~ む．ばか句紺
にはシ ，ン

内外IOi由·•(,I: ぶv'沢色朽色・苓忍j,/',ljとそ
VJ 函<j(_ぶいl笞 ぐや良

!l'liJt-1 wlを11,J・f>IASlit大往 t、鈍氏6な2c・v,，白11n色,)祖釣位ぶを含含I,,lかl閲 付全体色的に(_ぷいIi色・ 祁:M品色11)',j:l,17 IIJ<stl• ぷ01 l・llb1;; 聾 1:.1. 芦侶i全1!1.1名;;)i 色~)t.!ト--f～・( 1-., ・人を （ じ． か ややfl
IりI' 1~.11 lシん 羅砂拉口 — I I 

.HS t',f<:•,ll -~p , 円＼り j-Upi;_ 哭1-ャ≪t f7ftOo.21 糾,間if・船佐人［を
¥ lo.,> Ill• IJ.11 

LI色のサ!'l位及び樋砂粒を含4.r.はか氾～
ンルト

r炉~面色に1ぷ弔lいk.鉗i'(掲色色_,・ぷい缶橙色・外而 々~·良

別9 ドI<$¥I・I (111'~) Ir. 峠甜 叱f.J/'t;lil urr.m.1, ・泊品粍 「l色Il卜l砂立t¥'(や砂粒と祈9ヽ 含む.(J: カ・d~- 1勺ヤ1印ど/,に'"色ぷぜ・勘而母ふ色 々や只11;.1り シル

ritWそ.2l lh.~ ' · lfil祁fl忙人注 (.はI色か紅"べ'レ,(;, ト生ー繕な紗どりft消'<I約 llを多く含む、 ＇Ii色りi化面・n外し,団て位はlぶいと,i.:褐い色衣阻硲I討舟(J曙屯赤色、I~ J! か 11r,: ヽ I-I~_j_屯 」直i;甍I:ト祁 瓜化/てい 而 く』や且
i )・.lit硲社 I 0 

いる祁IJ-は'If.惑色

油I 1:¥1/, 卜,Cl・T・約べ
'~ 内

l・Hltlk 庄171令純 n1t11s.u,. 耕祁rf.. 白ほ色かi、lt貢/, 英. f.i!•MLP釘lr(l.t/<をゃむ、 I~ りf,1111~(, I工ぷい貧憎色 ヤ々 Iヽ11• 11 .4) 

U!.i!(IG.8! 頷,IS/互 u色忙べ'U!I,なピの約111介C:.;! かシ 11;1fii1: ふれ迩 ・外貨阿＂胴色 誦J./jの情：r 悶\'~· (I で·,:,~ 1111、ll•lf<•l•lio I Rot: 甕 1平況 ill.-11 " ト •a 炉 111 は11•(.;.にぷい
訊化
む

：ぷ3 B仄t:LI・ I J;1J,li) J・ 柘駐 .lo~ti愕' nrt(11 i,,. l!ltl祁.~.8 11色a・,,1r.色の炒位を介な,I切・，，ルトH l'l外配しも1・:・ぷ. •,111色 fl 

-<ll-1 Ill~ ゞI Ifi!. <下
導 I4 f寸 上m, 星rr~it lむl色紅や(,Ii¥な!_'VJ砂紗粒tl及ttひ Ill砂位令• も—

、 I~かンル ト 肩ヽI
咄ff(aげ• . 閲'Jl\du~l巽I火色・外1貪,n和色-·~ぶし 且
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相り /IIIJtふ点 芥fiil 石形 ；団''"'~ 匹 佑I L高 焼I~.

%[, B区ヽ (.'.I • 区q, 1:紀呂 亮II成祁
層ー上り

白巳Wや褐色ト内ーを紐含砧み"'中~に U•J•il'bft 
介、 Uかシル 内外叫とい．符K ~-~.ll 

35!l 6•'~Cl• IA 釆RIペ L鉛は 小影,t Ulf(S. 71 ・底臣~.I. 届 l'J色の親砂拉哨11>!{(Jllr,巳のt~f-を介 1、~1-1!.Iともに柁色-i;ぷい校色・外Im収 やや只
ルト 11《4 ll1 ll4.5- •:i, l> b、CJ力.;,11,I、" 祁u』 ,~ か,.1,J,1Wカ・II て •t;p,

Jr,, n 区 ~tt 11り坑E t叫,I虹 LH臆 冒研ゃ石是1:,を含む．はかン"I濯 1• ・：外山こ ~1·! ..,,, ・>'111¥t色 や~'/l
コーヤー円内 1 Ir~ れ質

3,~ llK必J,I区・、 t的む 向底祁 底径3.3
n色杜十々赤色1,(,,y多く全む 1l~•~• 「滋11i1,/i,硲色.,.,,,,,•k,, I~ 血j;f',J'Ji

u 
ふ卜内 ー""'ド名 い， り，9り，,,.色

3,9 士B区11,1SCI• 3 l'"P. +rii若 小由i~·· i,.fn.fl 内色及びし矢Rを含し、IJか,'"ト質 l'・JIII,'. ぶい渇色外iffil " ぷ\•//,浪i色 ↓1 

HUヽ·1 • :i li~ 呵
tl色粒ぺ消＼色Iiを含む、 l:!,I・合j.j:IJ'/に1よ 内物由のi：,：J行.i:紛い如橙1よ色麟―rふ9咽lill陪色 炭bt 

苅11 '1'1: む 哭庇品 I;¥/召4n シルI-珊砂9切頁 I 危・外にぷい'"' ~·~ 良
色褐II<色決皮品竹u1:ふ＼怜色

蜘I Bl,[SCl・ E'(! 悧罰ぺ
ル I• I!<ヽI 土閃む 甕底” 柾詳3.9

白色＆び"英ヽ)11¥1/J;f:'や,.忽色a,i:.:f-を
含む llか;..-111•-illllゎ l'l'lt

内面にふいS色外lllfl!l色阻l(l/!>1-'-
スM心I や'oil

3仰 RI{ ヽCl·I"'\~ペ
」し I・内 l!ti存 寛此ll 庄狂1.(1 II色砂9とを含む、はかn.:it シ,.f貸

1•; 外 由ともにりl~即色でと次娩成が皿i
ト序えら1,;,'il色序5分が記めちれ<

ゃャパ出

~l\.1 Ri:<<;Cl・I [,11甚 十ヽn1 囀底邪 麻it3.l lll砂匁や砂ながf/k含む.i!'/rシル I-'Ill'内外:II,':もに楼色 ぐべ•J,l

置 [lf名SLI 4 lヽ，＂ rrt栂 人聞甍si:卜 庄径g(I 
~,-~j包グ）内と子を多く合&. I! かシルト 11i面橙色 Lそぷ叫＼・一tりiな担色•外11iJ底訊出R RT 

.L~ I' -祐-:l'I質 斑l,~黒色、 色-1.:.~い寸橙色

:ll1n lil·$l"I• I I{ I暫 日;J平l,Jlfヤ J.IB.3·tt\~.G 、 i',fl I ii! 岩？ 況貿色 I 

ネ濡●，匹 Bt;'il~ ・JIV. l- 日げ11 開台 Iii祁.3.I,!. 祁 Ill:•! ¥ヽt,3.7 ・ヤ色含り）Hは了か及illび-J ~r.111 ~IでIヽの均屈打．点をる
く も・. . ., ,, I• 問 P.i<J4 l紺色ーにぷい訂唸色 n 

:;ur Bf, SC2• l'ILL l.帥笞 ::iJ~ 紅 111蒻.,,.ii; 況1tl.~•ほ.10 r'l卜色質勒杓を内々含<1.Iii,, 視1幼,,~ ーン＇し 令祁内 Ill(~厄 ，夕1国¥_;tい橙色 ペベ·~

＇ 
~~R l\f.<<;C?• ?Iヽ 6訊 只＇ムllH~1.l•'f.ij25 サ1カイ I; 灰色

11濡·«1~ Bl! 文 3.J居 I ni"' ＇応l-l・III伍 屈他ld-1・1粋.9 ー1色砂節を多く令り.(以噌t :.,JL'貸 内外直とも111J•lti'·色 ややJl

:rro l~I• St:3・ 上沼 1・11石 召白 基6巖,Jヽ怪;" 
1・1色の砂l'lを多ヽ含t,.u砂←，，ル I・ 11・1外面.1,(.11?_@.. 受部と111触Iいも分 ペ』やJ'l
~ は9こぶいIt!&.

Cf I Ri&~1 · ~IJ I面お 討台111m 基It応.II殿ヽ Jヽ任り,l・I阻rn ゅr1.及~ I旺成をl'r ヤ含し、 ,u邁 ーシ
,1 Ht 

Iりliil魯色外ll]I:ふ . • ,ll\0¥,-/!J色 n 

372 01,sし3. .I:. 吊 上b況3 小彰ti、 n-.径;.G•~.11) ・広往，;.i.';I ""色や内色ヽ '),ば3を,If,,'f~J. (if. 滋＂ l'liiiilCふヽ弔埠・外．日に礼符澄色 rJ 純II\に一~&熙罰,(J' I
丸

.,7] Ht<双c, r如祖 甕I.J'.llti 口fl托'laふ；日邪t呈 tllllllliゃ的Uを多く含/1
l'i面尺円の§以ぶl冴 l:tにぶeヽ沢色 ·~a.Ji 且

~.O) にぶ＼ヽ ;,s色で→乱＇ススl,v'l'町l,j,I)
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5. B区士坑

SKl (逍構；り~49柊1、第 9 我、図版 8 /遺物 ： 第50図、袷IO表, I名II版8)

SK 1は、調酎区II)やや北西側よ i/検出された。平而形は不幣円形で、規模は長軸7.8加、短鄭.82111、深さ

は最}~l.5()n,をilVlり、やや大型の I・坑である。床而l.l:. 定ではなく．北東側と伽T,j間にややフラ 9卜な而が

あって、甘／西間が約30cm深い。床面や斜面には、不規l,ll)に柱状の穴を検Illした。埋土は、比較的白然堆積

で中I国では忠色の肱＇食十 』が認められふ出十する遺物のほとんとは細片で復元できる泌物は少ないが、南

西側の床血より畿内糸：：凪n縁壷や在地系の先などが/H上した,)jJ杉住居などとはぽ(i!J時期の追構と考え
られる（

已
61<1 
l. USIElfe シル トヽ 繍紺償所々レ千や土鵡片を含
己磁褐e 細 →輝はやや潟貪する
3 U3負磁色シ）レトー讀砂位
4 鳥圏色 シルト～絨砂3エ丑を含む 2層より腐貪する
6. 贄耐色 泥買・-『駁粒
o. 哨胄褐的Ill~紺匂粒地山叩!J,111

山 しも£

8
l
 

ー。

゜.. , 
~I 

l.,i ／ ヽ h~11111 111111~, 

舛～ 9 → ＼ ＼ し¥¥illlllI ， 
◎ 

@;) ）＠ 
A ／ .!!: 

I IL. ¥ 1111 ~ 
O' 

6
 

a ul 

董 I)_

旦く

三 I 
1ダ--=::シ ニノ 5~ 
＂ 。

珈

第49図 B区SKl還構実測図 (l/80) 
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第9表 B区SKl追構計測表

迅桔．届号

SlO 

,l,j'fflヌ

Bf•-

・!'-I爪形
ィ喩Si!杓111形

屁剖I

i.82 

第10表 B区SKl出土追物計測観察表

番勺 出r地点 呑H 柑形 M~I'ド,~,•. 
誓 111・ヽ1-1・NOi 11~~ _;JtLJlf、他 u2• l7!Hr.tli91l・6li<ぼ.~ 部J..i•達f»il!!>成i~没.~ :lむ字・礼.印2， ,,,. 
.ヽヽ.. U[rヽKl 21え 上I蒋；史上—l噌5 口 '?.121.?• ~ 曲l准

(l(,.a, 

逍拙

'i.82 

深さ

I .SO 

!; 1・ 

k而臣哀；

21.02 

仰tこやか色1Hを,i,々~£,. :1か泥～’
~-卜貸

荘々 1・柑lot»~」，屈色 Ii.を含I..・、ほかシ1
I買

37~ Bl< SKI・ ~02 I Ll,~I 売 甥11'部(f'IO.か・'l4部貯J、
I l" 

内色の終泣や柑Jillれを,,.ゥ食C

・1,・' Bl~ ふHI仕雇 Lr』11陀I8沼,1:丑 石ト央ー粒訓怜ヤ赤位硲竹色f.}.を所.含t,.ほかンえ

lfo f¥lS S.1・:!1,P[t rm~;, 台ぷat lf.lillft1J-!1$3 8 砕＜ 相ヽitta,91々合,, ほかシルト伍

17• nl3'.、h.l.~ ビ .LflllP,; Pi坪Ill祁 ぷ茄杖小径~.o 内色り）砕位が肝々含fJ、はか、ル I·~

"><•' llt,< SK1・?.l< l帥柑 如ト閲祁 “卜紗府代ヤ碑AHをlff'1含も．ほかシ，，

必I Bl{~ い・ 11!,olo冶 砒石 ~li-3l i.・絨.2小-,,ぼt JヽI.ヽ1111!U1.0f;/'iil'}T-.2紺.I 必が／

ぶ'、 nr, ~Kl·' I·'中層 lりttM¥Ji,・ f!ll.9・ 血．ヽ ・J¥tt.l il!'/;•1 
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床而i塁高

10.,2 

逍桔挿lヌl

第491~

単位(ml

汎物挿団

174-38:! 

色屈 ll't成

内内出面'慌!Ht色い～ti没~ [“ls•色-~でJ一,'i色宅 L・タCfoliいかないらLl・i衣 re 

,, 直橙］にふ保い祁渇ゃ色＾祁＇一;,いほ双色即瑶外屯11!i1• ふ
い色II 胡．こ,. 且

内iiil1・l「.'I'地にぶい苅-控貨!ti色r色せ下色・l1・,I昴二次付色悦戚・外r 由高,-_克ヽ 昴 ゃ~•n
J.るにふい橙色

内外曲共にiふ9橙色―,/l杓色 a 

内外U 1ml~1-'1罰甜楼ぼ色紛―1:11-ぶ,~m色 的・
面に二い 褐灰色

ヤや1-l

内外面共に尺色色缶'w,"'色,._．rバ~かれたAr.分や
lllr面は濱貨一 やや良

l'l'1llfuJt1公知Cf!:;,I/; 祁加UIJ楼色 ややa

昭灰色

仄白rr,:祈承,, ~11--'



6. B区滞

S01 (. 迎溝：応II閃、図版8/i直物 ：第52閃、第

11表、岡版Sl

SD lは｀郡l・Jtl.iのほぼ中央に検出され、北から南

にかけて廷ぴている 溝の起点ぱ椋品21.17mでSC5 

の雌 I:から切り込まれる 2 濶介区内ではSC3r/l束隕

で愧窃Zll.06111の地点まで確認された。艮さ 12.5mで比

高足 1.2 1m 、 •fl,約鉗斜角度は5.5度である。溝(/)I米而に

は疎が敷き砧められており、排水用の沿ではなしかと

どえられる．．遺物は廂の間より、須恵器の破片が/II土

してい人

7 ~ 可~ --:r:~
I :384 ''355 、、ミ

=一番

。
1むm

第52図 B区S01出土遺物実測図 (l/3) 

A 21ぶ況＾ 
§'こ戸一・

8
-

B 21如 e・

圭

C 2H'0m C' 

cl 言
S01 
1晦褐色シル1ヽ～鄭粕
.! llt1'f!l シル~-細紺
3, 胴褐色紙砂む～砂むで

槽を伴う

。
加

第51図 B区S01遺椙実測図 (l/80) 

第11表 B区8D1出土通物計測観察表

i!,~; tU土地,P. 苔仕 石ル nttl 11\f~, 言9 貼上 ,,,, 号 ~*'« 

筐 li[i!. sn1' [uぞ．む 杢II枯1,i;
11 斧（別.~) 拓乎殿,1ヽf1! 飩n色!11tヽ汁紗flをiti¾t'l'/J, U'f! ツ"~-iW I'! 曲れ芭ク直曲1rl/.fly鮒r!n'k色f虚 良
11'1.J, 

お{ B!~SDI I呪i―,I勺 'D.•~. 后 甍II搾t.f, シ,.ト 砂膏り沢 内m1ll<l!l・クi血II?,次色 H 

＇ ぷS l<l• 1ヽ)1-1・2I~ 
屯/l?.'<讐Ulぶ部 白色V)約位七;yj々 含む.llかシr,1・l'i 内・外面とい：四灰位C'l<lfi、川がれてい ぐゃn

訊lべ"ト るn6分1:1双色

31i6 Bi.< !iOl 4 llli!/. 料
釦匹渾郎十 白,l,Clii¥11,を祈々 ~fr. 11カ・;.ILH/ fl]・外面ともに灰色 ぐ々 n

却 ll召SllH 即四← :, ii~ ーlfflftl-,f?l¥ IA)・りはjとも1・屯騎9祗lf/i色 ヤベ・ ~;_a
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7. B区断層 （第5.,・541翌1、Iii版R)

調究区南東側に検出された逆断粕である<SU14を完掘後、床面を侑査していたときに直進して伸びる 1

crn程の段が認められ、当初1.ttt科や容器などを1呆管するための棚状の退構と考えていたC とこみが北東側

に検出された比較的）(if,~ のSU1を完掘した際に、 床而を粘ft.したところJriJ様の方向に,Jcm杵の段が認めら

れ噸同時に峡面の観察をおこなりたところ、倅j僻へ立ち上がるI祈培のラインが認められた その後 I~鳴 1/)

地111を梢牡した結呆、断居は.It東から巾,,り方向に伸びることが確認された

断居の方向は地表而の傾斜によってかなり差が出ることがわかり、比較的水平を保っているSU4の床面

で~t測したと ころ肘ね釉からN-4R'-Eであっt.:.なお、断培のラインは直線ではなくやや弧を描いて

いるようにも観察できるC 1/Jf柑の角度は、 北康調査に壁側 (R1ft1)での観察では66'、開！り調査Ii.壁側(Arlfi)

での綬寮では61・である。

Ill海 の生じた時期であるが、 SU24やSUIJが作ちれた後であることは1断定できる。貯蔵穴完成叫初は当然

ながら床面は平らであったと考え；；）れるからである。曲査終了後、 SC.:4の貼）kを除去したが1餅陥に伴う段

は認められなかったことから、断培ぱ住届廃絶以前に生じていたことが批測されるしつまり、貯蔵穴の時

lりは出 1通．造物から考えてI洞Jlll後半と推測され、iJ:J因は出上直物に且好なものが少なく、 0と期ははっきりし

ないが、住屈自体の特徴から弥生時代中期頃と 1作測 される u よって断府ができたの l..t 、前期後·1~- 中明の

問ではないかと考えられる，

弥生時代前期から中期にかけての時叫の断南が確泡され、かなり時代幅が絞られたa ._: (/)貼期の地巽1代や

他地域での市例など今後(/)資料のi悧bu!こ期tヤする，

21.8畑

。

2
 

ニコ証竿
。

知

A面
0 年
］ 高色 '-''I'を含む塁：出質

』しし‘

22.-

,' 

A面

＾ 
第53図断唐位堕図 (l/200)

Bdii 
〇裏士
1嶋凸 鳩li),ft
こ記l111色 絹紗拉
3. It・ 白詞迅山の柁子
高砂粒でやや虹鑢

--- 4 匂□頂白杞土よくしまる
譴

。
Im 

第64図断唇土層図 (1/40) 
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第3章 まとめ

今同の潤査によって大きく 2時期の牛活迫構を検出した勺 1つは弥生時代前期から'1°'期を中心とした貯

蔵,'(群と住居跡， lつは古墳時代前期の竪穴仕店と上坑である。

1. 弥生時代

111 

出 lこした貯蔵穴内の濫物は、近隣1/)湖査で耕告されている土器紺年に・りてはめてみるとSUl4は J期、

SUI? はm期で、検出された貯栽穴の時期も大）がこの争謙囲に収まるものと思われる、
円形仕居に関しては埋上/JI土の沿物の11月体数が限られ、そのほとんどが貯蔵穴からの流れ込みであるこ

とからf1非号の時期判断は雑しい。このため検出された1苗位から'[IJI折して、貯蔵穴が坪った以後の造‘党であ

ることはII斤定できるので中期頃と推測する。

造物出l屈の多い貯I誠穴内で出 tした甕と壺について観察してみるu

浅について）

今同IllI~ した総逍物の82%1出貯蔵穴からの];船である。そのうち売は破片を含め8割以上を占めるし夷I:!:

そのほとんどがrm.墜状n緑を呈するいわゆる遠賀Ill系であるが．具休的な特徴を整理するため全体をIJ紺

部、胴部.L'白部、底部の各部位で分け、さらにn粒部を 5 つに、胴部上中部を 4 つに、底孤を •I つに K き

く分類した。

(t)口緑部の特徴

I、LI唇'f端祁に刻み目を施すもの

(13・3l/・4 l・59・63・64・77・86・95・ 119・ l2J・ 114・191・217・236・244・255・256・257・310)

[I. tJ唇部1/(下に刻目凸帝を施すもの (157・258・259)

皿、如登状でIr唇端祁が細くなって終わるもの (3・11・48・76・78・79・ 叩・ 229・230・312)

IV. 如:€!:状でU愕端部が長方形で原みを持つもの (S・9・ IO・ 15・I7・66・86・91・93・94・ I IO・ 

111・113・ I IS·145· 146·M7· 148·149·150 · 153·154· 155 · 182·IX4·186• 189・2.12・214・ 

226・228・284) 

V 、口粒部を肥厚させるもの外側 (49 · 62·139· IR~·1 90·211·246·2621 I人rnJ< 92 • 2w  

(2)1]月部上'I'部

A、i尤線1条 (9・ IO・20・11! ・4 I・R5・1¥6・156・'2 I I・285) 

B、沈絲2条 (39・48・119・146・231・299)

じ、刻み目の上下に沈線 (l3R)

D、三角突否に刻みを施す (123・181・244¥ 

(J)底祁

ア、平底 (29 • 42• 43 • 53 • 69 • 10• 11• 87• 99·102·132·m·136 · 1~1· 140· 141 · 111·112· 

173・l 74・175・176・177・Iり2・19')・201・202・252・26()・283・2りI・292・294・295・309・313・
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314・315) 

ィ、 2mm程度のやや 1-,r底 (30・32・45・52・72・l!5・ 135・163・166・167・16lJ・193・194・197・

227・239・25り・ 251・265・293・301・302・303)

ウ、 3 ,n111以～ヒの i-.1r底 (26・ ~6·97·128·130·158·I (j(l・I 62・ 164・170・198・26q・277・290) 

工、底部穿穴 (80・811

通常古い特徴といわれるn唇端部あるいは突沿の刻みから、その後の沈報への簡酪化、 如．な状口緑、さ
らに逆L字状11救と一辿の変況を個々の目悟では追えそうな杵徴を伽えているが. ·J~P梵の出 L状況はそれ

ら1/)十．器が混在してい"'-・また．次段階の特徴ともいえる底部の1見原や I・.げ底の特徴もこの設l'?iには説．め

られる。 中には肥I'?がはとんど認められないにも関わらず、あえて上げ底を意哉して11られる特徴はいか

なる点味をもつのか今後の諜題である。

（巫について）

壺は 1脊1J程度のIt¥:I: で定形の土器は少ないが、 1. ...1 椋部とカII~加の部位で分類が可能であるし

(I) I J緑部

l、)]2!)1,-するもの (75・IO<,・179・279)

IJ、肥厚しないもの (21・56・82・107・142・205・2531

(2) !JII飾

A. n柑部内面 (75・279)
B. 府祁など (22・57・82・B3・!08・109・204・207・208・209・210・219・120・221・222・223・

224• 254• ~05) 

C. 沈線など (21・ 56・143)

I)、無しおよびィ＜明 (106・107・142・179・20.5)

以Lから106,179は板付系統、 75、82、83,279は下l周系紐 142、205は,-1籍部の未発達な在地形かn 56 

はもともとU緑部を肥匝させないものである。特に142や205のような椎拙な曲は、この段階で見られなく
,ii? 

なると考えられる。このことは上器製('Iトが専l"Jftしていく過程ではないかと名えられる。石丸逍fがで指摘

された よ うに IJ縁祁の肥印//)布，1世や府祁の）)II師などの牡徴は福f,Y,J •ll野や北九州・ Yl1り、それらを挽（放 した

（E地系が託在する当地の地域性を・芳える上で巫淡である。

2. 古墳時代
SC 1・SC 2・SK lは古墳時代前叩いわゆる庄「勺＂布留亜行期（こざ fまれ廃絶して＼，ふ

SClは、 SC2のほとんどを切って建て岱えられて＼・るため、出上迫物のほとんどはSC1からの迫物であ

る。また．山 I.状況「関しては．掘f!IJ時のl用卜中から(I)迅物で現位招を留めているも())は少なく、住居廃

絶後にJ批ったものである，その中で麻↓下について取察すると．大きく 2系統に分けることができる。 327ヽ

340は畿内系t..!)1祈杯や脚f,J 鉢で， 341 、 346は在地系か、あるいは弥生終未段附からの杓徴を残す,•:Jjl.jヽである 一

近年、 'ct料数が翔えつつあるペノド状逍構について、今後宗像地城で検討していく必要があるり

SK J (J)埋土は白然堆積で、造物(I)大乎は邸食の追んだ粘U1(J>雌 I・より破J¥・の状態で出 tした。近物殺

数はP-270)格理箱に 3 箱分あるが、柊1化できたものは+~行した通りである．その中で、床1f1iよりほぼ完形の
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畿内系二巫n縁壺と庄内系土岱をl町倣したと衿えられる甕の2点が/IJIーしたe この2、内は出土状況から芍
切!1てて散かれたも(J)と推測でさる。このため上J;しの用途ぱ、 Jミ貯め追惜や貯水HIなどとは考えにくく、

祭祀用とも考えられるが、その後のJ1Hi状況からしても断;tは雄しい。平面J杉は不整円形を堪しているも

のの、 SUl2・18・20に多少の影罪を受けているとも見える。住居と上坑の関係については今後の行料増加

を待ちたいa

以上、弥生時代の貯蔵穴ゃ円形化屈、占t11時代の住居や十．坑について見てきたっ

弥生時代では特に貯蔵穴から出十した土器の特徴から、前期中ごろから中期の初叫という限定された時

阻幅で貯蔵穴が営まれ終息し、そのl肘北部九州とくに玄界雌i{i岸という地域性から、福岡I理f-や北九Ill・

下関地域間の交流を窺わせる資料を含んでおり．宗像地域(/)-端を知る罰重な調査となった。

古墳時代においてはぺ)ド状直構を伴う竪7i:f七J;i;•やfal昨期(/)大咆七坑などの配骰から、 一英落空間の特

徴が捉えられた"このような配愉状況や上坑の役割が他地域での資料の追加によって解明されることを期

待したい勺また、占式土師器から痰われるぺ J ドを持つ作居の変遷や、近陵で潤究したほほ同貼期の溢P)r
且3

である武）l的場追跡の結果を踏まえ、山Jrf時代前期の集落と墓制のあり方を検討していく必要があるc

如：名残JV —咋II脳阻暉紀漬恥の如四牡船＇； 一 宗像市文化財閃件恨告者第29染 1り01祁如暉甘妥只会 (pl IQヽ

126の第4章おわりl'i

荘2: (直潰判 奈懐阻．沼炉町大字Ti丸所合迅約1/)ぽIを一宗像i!lf文化財，訂査性告苫怜4船 1'/!i() ぷi切II枚育委t→l会 (plWI』

lilまとめlと2.l

託3: ,¥:Jし的場遭防は本はl¥l・"I叫丘殷にあ I)亀 1002年即：潤廿した,Iiiもに1f-・l洲ffで1困!,?;,木til;翠• 石亙土収茎 七喋苗 ・i"沿

棺応などのltt:1府が知IIされた
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